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はじめに
小学生の頃に受けた古典の授業の中で，私が一番印象に残っているものは『竹取物語』であ
る。幼少期から『かぐや姫』として聞かされてきた話が，昔の言葉で書かれていることで，“本
当に昔から伝えられてきた話なのだ”と実感することができた。何が書かれているのか全く分
からない『竹取物語』に魅力を感じ，音読や暗唱をやろうと思えたのは，他でもない先生の解
説があったからである。古典の作品を取り上げる授業では，私は先生の解説を聞くことが好き
だった。解説を聞いて物語や和歌の意味が分かると，目の前の世界が開けたような気がして，
その作品が好きになっていたのである。
私はこれから“教えられる立場”から“教える立場”になる。子どもたちが古典を楽しめる
ような指導を考えなくてはならない。新学習指導要領では「伝統的な言語文化と国語の特質に
関する事項」が新設され，低学年から伝統的な言語文化を教えることになっている。そこで，
私はどのように指導すれば子どもの「伝統的な言語文化に親しむ態度」を育成できるのか，そ
のための授業をどのようにつくるのか，を課題として取り組んでいきたいと考え，卒業論文の
テーマを設定した。
第一章では，伝統的な言語文化を学ぶ意義について考えていく。そのために伝統的な言語文
化が新しく新設されるに至った社会的な背景や，今までの学習指導要領の「伝統的な言語文化」
に関する記述を追っていく。そして，それらと比較しながら，新学習指導要領を読み解いてい
く。その上で伝統的な言語文化を学ぶ意義を自分なりに述べる。
第二章では，伝統的な言語文化の授業で扱う教材について考察する。各検定教科書の伝統的
な言語文化の教材を比較し，どのようなものが教材として取り扱われているのかを見ていく。
また，世田谷区で行われている教科「日本語」の授業では，どのような教材を取り扱っている
のかも見ていきたい。その上で各検定教科書と「日本語」の教科書について考察をし，自分の
意見を述べる。
第三章では，伝統的な言語文化の授業にはどのような学習活動や指導法があるのか述べてい
く。また，伝統的な言語文化を指導する場合の注意点についても述べる。
第四章では，伝統的な言語文化の教材の中身に迫る授業づくりを考えていく。子どもたちが
本当に「伝統的な言語文化に親しむ」ことができるような授業を目指し，学習指導案を作成し，
提案授業とする。
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第一章　伝統的な言語文化を学ぶ意義
第一節　教育基本法改正の背景やその流れ
平成 23 年 4 月から全面実施された小学校新学習指導要領において，国語科では「伝統的な
言語文化と国語の特質に関する事項」が新たに設置された。これにより第 1 学年から第 6 学
年までの全学年で，「伝統的な言語文化」を学ぶこととなった。また，国語科だけではなく，
社会科や音楽科などにおいても「伝統と文化」を取り上げるよう書かれている。
これは教育基本法の改正の影響を受けている。平成 18年に改正された教育基本法の中には，
以下のように「伝統と文化」という文言が入った。
　伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに，他国
を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。（太字・畠山）
 〔教育基本法（第二条五）〕
また，教育基本法の改正から，学校教育法も改正されている。その中にも以下のように「伝
統と文化」という文言が入れられている。
　我が国と郷土の現状と歴史について，正しい理解に導き，伝統と文化を尊重し，それ
らをはぐくんできた我が国と郷土を愛する態度を養うとともに，進んで外国の文化の理解
を通じて，他国を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。（太字・畠山）
 〔学校教育法（第二十一条三）〕
では，何故「伝統と文化」を子どもたちが学ぶよう定めたのか。その理由を教育基本法の改
正に至るまでの背景やその流れから探っていく。
まず，教育基本法の改正の提言は平成 12 年「教育改革国民会議報告―教育を変える 17 の
提案」の中の「新しい時代にふさわしい教育基本法を」から始まっている。その中で，これか
らの時代に必要な教育として「伝統と文化」を学ぶ必要性が述べられている。
　これからの時代の教育を考えるに当たっては，個人の尊厳や真理と平和の希求など人類
普遍の原理を大切にするとともに，情報技術，生命科学などの科学技術やグローバル化が
一層進展する新しい時代を生きる日本人をいかに育成するかを考える必要がある。そして，
そのような状況の中で，日本人としての自覚，アイデンティティーを持ちつつ人類に貢献
するということからも，我が国の伝統，文化など次代の日本人に継承すべきものを尊重し，
発展させていく必要がある。そして，その双方の視野から教育システムを改革するとともに，
基本となるべき教育基本法を考えていくことが必要である。（太字・畠山）
 〔教育改革国民会議報告－教育を変える 17 の提案－〕
そして，この教育改革国民会議の提言を受けた平成 15 年の中央教育審議会の答申で，教育
基本法改正へ向けて大きく歩みを進めている。その中で「伝統と文化」は一つのテーマとして
扱われており，「21 世紀の教育が目指すもの」の中で「日本の伝統・文化を基盤として国際社
会を生きる教養ある日本人の育成」として次のように述べられている。
 　グローバル化の中で，自らが国際社会の一員であることを自覚し，自分とは異なる文
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化や歴史に立脚する人々と共生していくことが重要な課題となっている。このためには，
自らの国や地域の伝統・文化についての理解を深め，尊重する態度を身に付けることによ
り，人間としての教養の基盤を培い，日本人であることの自覚や，郷土や国を愛し，誇
りに思う心をはぐくむことが重要である。こうした自覚や意識があって初めて，他の国
や地域の伝統・文化に接した時に，自他の相違を理解し，多様な伝統・文化に敬意を払
う態度も身に付けることができる。このような資質を基盤として，国際社会の責任ある
構成員としての自覚を持ち，世界を舞台に活躍し，信頼され，世界に貢献できる日本人
の育成を目指す必要がある。（太字・畠山） 〔平成 15 年中央教育審議会答申〕
以上の教育改革国民会議の提言と中央教育審議会の答申から，何故「伝統と文化」の文言を
教育基本法の中に入れたのかをまとめる。
1．グローバル化がより進展する新しい時代を生きる日本人を育成するため。
2．日本人としての自覚，アイデンティティーを持たせるため。
3．我が国の伝統，文化など次代の日本人に継承すべきものを尊重し，発展させていくため。
4．他の国や地域の伝統・文化に接した時に，自他の相違を理解し，多様な伝統・文化に敬意を払う
態度も身に付けさせるため。
5．国際社会の責任ある構成員としての自覚を持ち，世界に貢献できる日本人を育成するため。
　つまり，新しい時代に必要な資質を身につけるために，より「伝統と文化」を大切にし，
教育の中に積極的に取り入れていくために，教育基本法が改正されたのである。
第二節　小学校学習指導要領国語編の変遷の中の「伝統的な言語文化」
平成 20年に改訂された小学校新学習指導要領国語編では，「伝統的な言語文化と国語の特質
に関する事項」が新たに設置された。では，これまでの学習指導要領には「伝統的な言語文化」
についてどのように記述されていたのだろうか。文部省が「試案」として作成した最初の学習
指導要領である昭和 22年の学習指導要領について，牛山恵（2010）は以下のようにまとめている。
　小学校では，学習指導の目標に，和歌・俳句・伝説・謡曲・狂言が取り上げられ，言
語活動の多様性が示されている。また，学習活動の例として「古典文学から作品を選んで」，
朗読したり内容を分析したりする活動も示されている。その点で，伝統的言語文化は学
習内容として意識されていたと言えるのではないだろうか。（太字・畠山）
 〔昭和 22 年　学習指導要領　国語科編 [ 試案 ] について〕（pp.23~24）
また，昭和 33 年から平成 10 年までの学習指導要領の「伝統と文化」や「伝統的な言語文化」
について，牛山は以下のようにまとめている。
　教材については，第 3 期・昭和 33 年版と第 4 期・昭和 43 年版で「説話」が，平成 10
年版では言語活動例として「昔話」が取り上げられている。また，指導計画作成については，
昭和 33 年版では「国土や文化などについて理解と愛情を育て」とあり，それが 43 年版
になると「我が国の国土や文化，伝統について理解と愛情を育てるのに役立つもの」と
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いうように，「伝統」の文言が加えられている。第 5 期・昭和 52 年版にはそういった記
述は一切見られないが，第 6 期・平成 1 年版，第 7 期・平成 10 年版では「我が国の文化
と伝統に対する理解と愛情を育てるのに役立つこと」が再び明示されている。
　これらの流れから見ると，「伝統的な言語文化」について愛情と理解を持つことは，す
でに昭和 33 年から意図されてきたことであった。そのような底流があって，今日の「伝
統的な言語文化と国語の特質に関する事項」が特記されることになったと言えるのでは
ないだろうか。（太字・畠山） 〔小学校学習指導要領（国語科）の中の「伝統」「文化」〕（p.24）
つまり，学習指導要領が初めて作成された昭和 22年から「伝統的な言語文化」は学ばれてい
たということになる。今回の改訂で「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」が新設さ
れたが，「伝統的な言語文化」の教育は前々から意識されながら行ってきた教育であると考える。
教科書には「伝統的な言語文化」の教材が多く掲載されていたが，段々と「伝統的な言語文化」
の教材は，教科書から消えていった。何故消えていったのかを，牛山は以下のように指摘している。
　小学校では，これまで古典の学習が義務付けられてはいなかった（中略）しかし，教材
史を見ると，小学校の国語教科書には伝統的言語文化に当たる教材が結構収載されてきた
のである。（中略）それがまったくなくなったのは平成 13年版である。これは授業時間数
の大幅縮減と関係があるように思われる。 ※ここでは光村図書の話である。（p.26）
つまり，授業時間の縮減が「伝統的な言語文化」を学ぶ時間を削っていた原因である。授業
時間の大幅縮減がなされたのは平成 10 年の時である。平成元年の時には，全学年の国語の総
授業時数は1601時間であった。しかし，平成10年の時にはそれが1377時間までに減っている。
これまでは古典の学習を義務付けてはいなかったが，教科書会社は多くの伝統的言語文化教
材を収載していた。しかし，国語の教材の中で「伝統的な言語文化」のものは蔑ろにされ，教
科書会社が取り扱わなくなってしまったのである。今回の学習指導要領で「伝統的な言語文化
と国語の特質に関する事項」が新設され，今後は多くの「伝統的な言語文化」に子どもたちが
触れることができるだろう。
第三節　小学校新学習指導要領国語編における「伝統的な言語文化」
教育基本法の改正を受けて，新学習指導要領は平成 20 年に改訂された。その新指導要領が
改訂される際に中央教育審議会は，「伝統的な言語文化」について次のような答申を出し，具
体的に何を教材として取り扱いながら子どもたちに「伝統的な言語文化」を学ばせるのかを述
べている。
　国語科では，小学校の低・中学年から，古典などの暗唱により言葉の美しさやリズム
を体感させた上で，我が国において長く親しまれている和歌・物語・俳諧，漢詩・漢文
などの古典や物語，詩，伝記，民話などの近代以降の作品に触れ，理解を深めることが
重要である。 〔平成 20 年中央教育審議会答申〕
旧学習指導要領では，第 1 学年及び第 2 学年で昔話を取り扱うこと，第 5 学年及び第 6 学
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年で易しい文語調の文章を取り扱うこととしかされてこなかった。旧学習指導要領と新学習指
導要領を比べると，圧倒的に学習内容が増やされたことが分かる。まずは，旧学習指導要領か
ら見ていく。（引用中の太字は畠山によるものである。）
〔第 1 学年及び第 2 学年〕
3　内容の取扱い
　（1）「Ｃ読むこと」
　昔話や童話などの読み聞かせを聞くこと，絵や写真などを見て想像を膨らませながら読むこと，
自分の読みたい本を探して読むことなど
〔第 5 学年及び第 6 学年〕
〔言語事項〕
　（1）エ　文語調の文章に関する事項
　（ア）　易しい文語調の文章を音読し，文語の調子に親しむこと。
旧学習指導要領では，現在の「伝統的な言語文化」にあたるものは〔言語事項〕の中に示してきた。
つまり，第 5学年及び第 6学年にしか指導事項が示されていなかったのである。第 1学年及び
第 2学年では「Ｃ読むこと」の中に昔話の読み聞かせを聞くということが示されていた。
しかし，中央教育審議会の答申の内容を受けて，新学習指導要領では多くの教材が示される
ことになった。以下のものが新学習指導要領の「伝統的な言語文化に関する事項」である。
第 2　各学年の目標及び内容
〔第 1 学年及び第 2 学年〕
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕
　（1） 「A 話すこと・聞くこと」，「B 書くこと」及び「C 読むこと」の指導を通して，次の事項につ
いて指導する。
ア　伝統的な言語文化に関する事項 
　（ア）昔話や神話・伝承などの本や文章の読み聞かせを聞いたり，発表し合ったりすること。
〔第 3 学年及び第 4 学年〕
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕
　（1） 「A 話すこと・聞くこと」，「B 書くこと」及び「C 読むこと」の指導を通して，次の事項につ
いて指導する。 
ア　伝統的な言語文化に関する事項 
（ア） 易しい文語調の短歌や俳句について，情景を思い浮かべたり，リズムを感じ取りながら音読
や暗唱をしたりすること。
（イ） 長い間使われてきたことわざや慣用句，故事成語などの意味を知り，使うこと。
〔第 5 学年及び第 6 学年〕
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕
（1） 「A 話すこと・聞くこと」，「B 書くこと」及び「C 読むこと」の指導を通して，次の事項につい
て指導する。
ア　伝統的な言語文化に関する事項 
（ア）親しみやすい古文や漢文，近代以降の文語調の文章について，内容の大体を知り，音読すること。
（イ）古典について解説した文章を読み，昔の人のものの見方や感じ方を知ること。
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以上の新学習指導要領の「伝統的な言語文化に関する事項」を，以下の表にまとめる。
第 1 学年及び第 2 学年 第 3 学年及び第 4 学年 第 5 学年及び第 6 学年
具体的に示された
伝統的な言語文化
① 昔話や神話・伝承など
の本や文章
① 易しい文語調の短歌や俳
句
② 長い間使われてきたこと
わざや慣用句，故事成語
① 親しみやすい古文や漢
文，近代以降の文語調
の文章
② 古典について解説した
文章
言語活動例
① 読み聞かせを聞いたり，
発表し合ったりする。
① 情景を思い浮かべたり，
リズムを感じ取りながら
音読や暗唱をしたりする。
②意味を知り，使う。
① 内容の大体を知り，音
読する。
② 昔の人のものの見方や
感じ方を知る。
これらの教材と言語活動を通して，新学習指導要領では，「我が国の歴史の中で創造され，
継承されてきた伝統的な言語文化に親しみ，継承・発展させる態度を育てる」ことを目指し
ている。
第四節　伝統的言語文化を学ぶ意義とは
グローバル化が進み，日本人としての考え方や見方が問われるようになった現在，日本は「伝
統と文化」を積極的に教育に取り入れていこうとしている。しかし，「伝統的な言語文化」は
昔から学ばれてきているものである。それは，どういった意味があったのだろうか。「伝統的
な言語文化」を学ぶ意義とは何であろうか。岩崎淳（2012）は，古典を学ぶということを以
下のように述べている。
　古典は新しい文化を生み出す源泉でもある。古典のもつエネルギーを活用できなければ，
文化は先細りとなる。文化を享受できない人が多くなったり，新しい文化を生み出す源
泉が涸れたりすることは，文化の断絶になる。 （p.22）
新学習指導要領における「伝統的な言語文化」の目標は，「我が国の歴史の中で創造され，
継承されてきた伝統的な言語文化に親しみ，継承・発展させる態度を育てる」ことである。伝
統文化を継承・発展させるということは，私たちが昔から受け継がれてきたものを次代に伝え，
そしてまた，その文化をよりよいものへとしていくことである。
私たちは，日頃から伝統文化に目を向けているだろうか。日々進歩している科学技術や情報
技術は生活を便利にし，私たちの暮らしをより良くしてくれている。これからの技術革新には，
多くの人が期待しているだろう。しかし，私たちは古くから多くの人々に使われ，親しまれ，
愛されてきた「伝統的な言語文化」にも目を向ける必要があるのではないか。私たちも同じよ
うに，使い，親しみ，愛する中で，新たな文化を創造していくエネルギーを生み出していく。
そのことが「伝統的な言語文化」を学ぶ意義なのではないだろうか。
90
第二章　伝統的な言語文化の授業で扱う教材
第一節　分析の対象
前章では，「伝統的な言語文化を学ぶ意義」として，何故「伝統的な言語文化」が新学習指
導要領に新設されることになったのかという経緯から，「伝統的な言語文化」を学ぶ根本的な
意義について述べてきた。本章では，現在の全国の子どもたちが使用している教科書に掲載さ
れている「伝統的な言語文化」の教材から，具体的に何を学んでいるのかということを見てい
きたい。「教科書で教える」という言葉があるように，現場の教師は日々，教科書を使用して
子どもたちに指導をしている。その「教科書」に掲載されている「伝統的な言語文化」を見れ
ば，どのような教材で子どもたちが学習しているのかが分かる。また，どのような意図でその
教材を掲載しているのかという，教科書会社の考えも探ることができると考えた。
そこで，国語の教科書を発行している 5 社の教科書にどのような教材が掲載されているの
かを調べ，5 社の教科書を比較しながら，どのような教材を使って子どもたちに「伝統的な言
語文化」の教育をさせようとしているのか，ということを考えていきたい。
また，「伝統的な言語文化」の教育を先駆けて行っていた世田谷区の教科「日本語」についても，
教科書に掲載されている教材を調べ，どのような教材を扱っているのかということを見ていき
たい。
第二節　各教科書会社における内容比較
小学校の国語科の教科書を発行している教科書会社は，光村図書・教育出版・三省堂・東京
書籍・学校図書の 5 社である。教科書は学習指導要領を受けてつくられており，文部科学省の
検定に通った教科書が，子どもたちの元に届き，日々の授業で使われている。そこで，今回の
学習指導要領の改訂により，各教科書会社がどのような「伝統的な言語文化」教材を取り扱っ
ているのかを調べ，比較していく。
なお，掲載されている教材は「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」として「伝統
的な言語文化」を取り上げている場合もあれば，他の領域（話すこと・聞くこと，書くこと，
読むこと）として「伝統的な言語文化」を取り上げている場合もあるため，私が「伝統的な言
語文化」と判断したものを挙げることとした。その判断基準は以下とする。
1．各教科書会社が「伝統的な言語文化」として取り扱っている教材であること。
2．古くから伝わる言語文化（昔話・民話・人形劇等。再話を含む。）であること。
3．文語調で書かれていること。またその作品は文語調でなくとも，他の作品において文語調で作品
を書いていること。
4．ことわざ・慣用句・故事成語であること。
5．以上のものが，発展・補充教材として扱われていないこと。
以上の 1 ～ 4 の項目のいずれかに当てはまり，なおかつ 5 の項目を満たしているものを「伝
統的な言語文化」の教材であるとする。
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はじめに，各教科書会社ではどのくらいの量の「伝統的な言語文化」の教材を掲載している
のか，ということを調べるために，ジャンルごとに数値化して以下の表にまとめた。なお，太
字の数字はそのジャンルにおいて最も多くの教材を取り扱っている教科書会社を表している。
伝統的な言語文化 光村図書 教育出版 三省堂 東京書籍 学校図書
物語 9 4 3 2 3
俳句 19 10 8 17 5
短歌 14 11 10 13 7
詩 3 6 6 1 1
古典作品 3 3 2 4 2
漢詩 0 2 0 1 1
論語 3 2 5 8 0
ことわざ 14 6 0 16 13
慣用句 20 16 0 15 17
故事成語 0 8 9 9 6
文語調の文章 1 2 0 0 1
狂言 1 0 1 0 0
落語 1 1 1 0 0
いろはにほへと 1 0 0 0 0
太字のジャンル数 7 4 4 4 0
この表を見ると，まず光村図書が多くの教材を掲載していることが分かる。とくに物語につ
いては，他の教科書会社の倍以上を取り扱っている。中身を見てみると，1 年生から 6 年生ま
での全ての学年で昔話を取り扱っていることが分かった。俳句・短歌についても他の教科書会
社よりも多く取り扱っている。また，数には入れていないが，発展・補充教材として「季節の
言葉」を取り扱っており，それを巻末ではなく，所々に掲載しているところも特徴的である。
その中には，季節の言葉をつかった俳句や短歌も掲載されているので，多くの俳句・短歌を教
科書に掲載していることになる。
以上のことから，光村図書は伝統的な言語文化の教材を積極的に取り入れていることが
分かる。しかしその反面，漢詩が一つも取り扱われていないことや，故事成語は 4 年下巻
の付録となっていることから，中国から日本へ伝わった言語文化については消極的なようで
ある。
教育出版では，4 年生で『鶴の恩返し』を題材につくられた『夕鶴』を掲載している他，5
年生においては文語調の詩を 4 編，6 年生では 2 編取り扱っていることが特徴的であると言え
るだろう。また，「言葉は時代とともに」という単元の中で，夏目漱石や芥川龍之介の作品を
掲載し，文語調で書かれた小説に子どもたちが触れることができるようになっている。
三省堂では，故事成語を「故事成語」の単元として掲載している他，漢字辞典の使い方の単
元においても用いているため故事成語の掲載数は多い。しかし，ことわざ・慣用句については
全く取り扱っておらず，巻末にも掲載されていない。ことわざは，3 年生の「カルタを作ろう」
の単元の中に「『いろはカルタ』のことわざについて調べてみよう」と書かれ，4 年生の「写
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真に題名をつけよう」の中には「ことわざや慣用句を使ってみてもいいですね。」と書かれて
いる。同じく 4 年生の「故事成語の物語」の単元の中では「わたしの本だな」に『ことわざ・
故事成語・慣用句』（井関義久・監修）の本が取り上げられている。つまり，自分たちで調べ
てくださいと書かれているだけで，具体的なことわざ・慣用句の語句は教科書の中で取り扱っ
ていないようである。また，漢詩は一つも取り扱っていない。その代わりに外国の詩を訳した
ものを 4 編載せている。
東京書籍では，神話の全文の掲載が巻末にもなく，2 年生での神話教材はあらすじのみ掲載
している。また，東京書籍は光村図書の次に俳句・短歌の掲載数が多く，他の教科書と比べ，
百人一首を掲載している数が多い。論語の掲載数は，どの教科書よりも多いが，それは「伝え
よう，大切にしたい名言」の中にいくつか取り上げられているからである。
学校図書は，俳句・短歌の掲載数が最も少なく，また論語については一つも取り上げていな
い。ことわざに関しては，4 年生の「言葉のいずみ②」で取り扱っている他，「すじ道を立て
て書く」という単元においてもことわざを扱っている。また，神話教材においては他の教科書
で必ず取り上げている『いなばの白うさぎ』ではなく，『ヤマタノオロチ』を取り扱っている。
また，古典作品においても他の教科書会社は取り扱っていない『宇治拾遺物語』を取り上げて
いるなど，独自の教材観を持っているように感じた。
次に，各教科書会社が取り扱う「伝統的な言語文化」の教材の中で，他社と重なってい
る教材を見ていきたい。具体的に取り扱われている教材を見ていく中で，他社と重複して
いるものを表にまとめ，その意味を探っていく。3 社以上が扱っているものについてまとめ
たものが，以下がその表である。なお，4 社以上が扱っている教材については太字で示して
ある。
教科書で取り扱われている教材 光村 教出 三省 東京 学図
物語
いなばの白うさぎ ○ ○ ○ △
かさこじぞう ○ ○ ○ ○
俳句
芭蕉 古池や　蛙飛びこむ　水の音 ○ ○ ○
蕪村 菜の花や　月は東に　日は西に ○ ○ ○ ○
一茶 雪とけて　村いっぱいの　子どもかな ○ ○ ○ ○
子規 柿くへば　鐘が鳴るなり　法隆寺 ○ ○ ○
短歌
良寛
かすみたつ　ながき春日に　こどもらと
てまりつきつつ　このひくらしつ
. ○ ○ ○
晶子
金色の　ちひさき鳥の　かたちして
銀杏ちるなり　夕日の岡に
○ ○ ○
紀友則
久方の　光のどけき　春に日に
静心なく　花の散るらむ
○ ○ ○
山部
赤人
田子の浦に　打ち出でて見れば　白妙の　富士
の高嶺に　雪は降りつつ
○ ○ ○ ○
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古典
竹取物語 ○ ○ ○
枕草子「春はあけぼの」 春・秋 ○ 春 春 ○
平家物語 ○ ○ ○
論語
己の欲せざる所は，人に施すこと勿かれ。 ○ ○ ○
故きを温ねて新しきを知る。
（故きを温めて新しきを知る，以て師と為るべし。）
○ ○ ○
ことわざ
さるも木から落ちる ○ ○ ○
急がば回れ ○ ○ ○
慣用句
うり二つ ○ ○ ○
馬が合う ○ ○ ○
故事成語
五十歩百歩 ○ ○ ○ ○
漁夫の利 ○ ○ ○
蛇足 ○ ○ ○
矛盾 ○ ○ ○
内容については，『枕草子』の「春はあけぼの」の文章は必ずどの教科書会社でも取り上げ
られている。しかし，文章の量は教科書会社によって違っている。随筆ということで，『枕草子』
を「書くこと」の領域と関連させ，子どもたちにも随筆を書かせるといった授業展開が多く見
られた。昔の人と同じように随筆を書くという体験をする中で，昔の人と現代の人の考え方や
感じ方，表現の仕方の違いに気付くことができるだろう。
また，4 社で重複している教材では，学校図書以外で『いなばの白うさぎ』が取り扱われて
いる。神話教材は，学習指導要領が昭和 22 年に初めて出された時から教科書に掲載されてい
たが，段々と姿を消していた。今回の学習指導要領で神話を扱うようにとされたが，過去の流
れを受けてか，うさぎが主人公となっている『いなばの白うさぎ』が取り上げられているよう
である。
また，光村図書以外で『かさこじぞう』が取り扱われている。『かさこじぞう』は，再話が
掲載されており，子どもにとって読みやすく場面が想像しやすいということや，『舌切り雀』
のように強欲な登場人物が出てこない終始温かい話であるため，小学校の教科書に掲載される
にふさわしい教材であると考える。
俳句では，与謝蕪村の「菜の花や月は東に日は西に」と，小林一茶の「雪とけて村いっぱい
の子どもかな」が学校図書以外で掲載されている。短歌では，山部赤人の「田子の浦に打ち出
でて見れば白妙の富士の高嶺に雪は降りつつ」が東京書籍以外で掲載されている。これらの俳
句や短歌は説明や解説をすればその情景をすぐに想像しやすいということ，著名な俳人・歌人
であることから，掲載されているのだと考える。
各教科書会社が取り扱っている「伝統的な言語文化」の教材の比較を終え，教科書会社によ
って取り扱う教材数がまちまちであることが分かった。他の領域の学習の中に「伝統的な言語
文化」が取り扱われていることもあり，どの教科書会社も「伝統的な言語文化」を意識しなが
ら教科書を作成したことがうかがえる。特に，シェアが最も高い光村図書は積極的に教科書に
取り上げており，現場の教師たちも「伝統的な言語文化」を意識しやすくなるのではないかと
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考えた。しかし，授業時数は限られている。光村図書では，短歌・俳句等は毎回 1 ～ 2 時間
程度で教え，内容よりも音読を重視しているようだ。 
多くの教材に触れさせる代わりに軽く意味を抑える程度にするのか，少ない教材で中身に重
点を置くのかは，各教科書会社によって違っているようである。
第三節　世田谷の教科「日本語」の教科書の内容
平成 23 年度から「伝統的な言語文化」の教育が始まったが，それに似た教育を平成 19 年
度から行っている自治体がある。それは東京都世田谷区である。世田谷区は教育特区として教
科「日本語」を推進している。世田谷区の教育指導課では「子どもたちの豊かな心と知力を育
成するためには，言葉，すなわち日本語を大切にした教育活動が重要である」とし，以下のよ
うにねらいを定めている。
①深く考える子どもを育てる
②自分を表現することができ，コミュニケーションができる子どもを育てる
③日本の文化を理解し大切にして，継承・発展させることのできる子どもを育てる
 世田谷区教育委員会『平成 24 年度版事業概要　教育のあらまし「せたがや」』
そして，「小学校では，週に 1 時間の授業を行い，日本語の「語彙」の習得を重視するとともに，
短歌，俳句，古文，漢詩，論語などを音読し暗唱する活動を通して，日本語の美しい響きやリ
ズムを楽しむ学習を行」うとしている。教科「日本語」は小学校 1 年生から学ばれ，中学校ま
で学ばれる。小学校で使われる教科書は計 3 冊あり，『日本語一・二年』『日本語三・四年』『日
本語五・六年』となっている。
本節では，4 年前から早くも「伝統的な言語文化」の教育を進めてきた教科「日本語」の教
科書に掲載している「伝統的な言語文化」の教材数を調べ，その教材の中で，各検定教科書が
掲載している教材と重なっているものを抜き出し，表にまとめた。また，各検定教科書ではど
の学年で取り扱っているかも見ていく。その際の表記の仕方は，各教科書会社の頭文字を取り，
光村図書＝光，教育出版＝教，三省堂＝三，東京書籍＝東，学校図書＝学とし，その横に英数
字で学年を表した。（例　光村図書の 3 年生で取り扱われている教材＝光 3）
なお，「伝統的な言語文化」の教材かどうかという判断は，前節と同様とする。
◇教科「日本語」の教科書全体を通して
教科「日本語」の教科書全体を見ると，物語教材（昔話・神話・民話など）が 1 年生で取
り扱われるのみで，他は声に出して読みやすい教材である。特に漢詩・論語の数は各検定教科
書に比べて圧倒的に多く，漢詩の掲載数は詩の掲載数よりも多くなっている。また，掲載され
ている漢詩は，高等学校の教科書に載っているものもある。慣用句は 3 年生で取り扱われてい
るが，ことわざや故事成語は掲載されていない。
＜教科「日本語」全体の「伝統的な言語文化」教材の掲載数＞
　物語 1，俳句 35，短歌 127，詩 16，古典作品 5，漢詩 25，論語 19，慣用句 4，狂言 1
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◇日本語一・二年
1・2 年生の教科書では，1 年生の教材として世田谷の民話が掲載されている。しかし，読
み物教材はそれだけである。新学習指導要領では，低学年において「昔話や神話・伝承などの
本や文章」を扱うとしており，各検定教科書もそれに基づき 1・2 年生の段階では読み物・読
み聞かせ教材しか掲載していないが，それに対し，教科「日本語」では，読み物よりも低学年
のうちから俳句・短歌・漢詩・論語等を音読・暗唱させることを目的にしていることが分かる。
＜『日本語一・二年』掲載数＞　物語 1，俳句 10，短歌 11，詩 3，漢詩 5，論語 4
＜一年生＞　物語 1，俳句 5，短歌 5，詩 2，漢詩 2，論語 2
詩 『風景』山村暮鳥 教 6
俳句 一茶：瘦せ蛙　負けるな一茶　これにあり 光 3，三 3
　　　雪とけて　村一ぱいの　子どもかな 光 3，教 3，三 3，
東 3
　　　雀の子　そこのけそこのけ　お馬が通る 光 4
漢詩 『胡隠君を尋ぬ』高啓 学 6
短歌 晶子：夏の風　山よりきたり　三百の　牧の若馬
　　　耳ふかれけり
三 4，東 6
短歌 明恵：あかあかや　あかあかあかや　あかあかや
　　　あかあかあかやあかあかや月
三 2
論語 ・子曰く，学びて時に之を習う，亦た説ばしからず乎。
　朋あり，遠方より来る，亦た楽しからず乎。
三 6，東 6
短歌 山上憶良：銀も　金も玉も　何せむに　優れる宝
　　　　　子にしかめやも
教 6
＜二年生＞　俳句 5，短歌 6，詩 1，漢詩 3，論語 2
俳句 蕪村：菜の花や　月は東に　日は西に 光 3，教 3，三 3，東 3
　　　夏河を　越すうれしさよ　手に草履 光 4，学 3
漢詩 『春暁』孟浩然 教 5，東 6
論語 ・子曰く，過ちて改めざる，是を過ちと謂う。 光 5
俳句 子規：赤蜻蛉　筑波に雲も　なかりけり 東 3
漢詩 『静夜思』李白 教 5
◇日本語三・四年
3・4 年生の教科書で特筆すべきことは，百人一首が全て掲載されているということである。
また，掲載されている俳句は，各検定教科書ではほとんど取り扱っていない句である。そして，
漢詩の掲載数が 1・2 年生の倍となっている。
＜『日本語三・四年』掲載数＞　俳句 10，短歌 100，詩 5，古典作品 1，漢詩 10，論語 6，慣用句 4
＜三年生＞　俳句 5，短歌 100，詩 3，漢詩 5，論語 3
＜四年生＞　俳句 5，詩 2，古典作品 1，漢詩 5，論語 3，慣用句 4
俳句 蕪村：春の海　終日のたり　のたりかな 光 3
古文 「春はあけぼの」清少納言（『枕草子』一段） 光 5，教 6，三 6，東 5，学 5
慣用句 馬が合う 光 4，教 3，東 3
詩 『椰子の実』島崎藤村 学 6
論語 ・子曰く，学びて思わざれば則ち罔し。
　思いて学ばざれば則ち殆し。
光 5
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◇日本語五・六年
＜『日本語五・六年』掲載数＞　俳句15，短歌16，詩8，古典作品5，漢詩10，論語9，狂言1
＜五年生＞　俳句 7，短歌 8，詩 4，古典作品 2，漢詩 5，論語 4
古文 「祇園精舎」（『平家物語』冒頭） 光 5，教 5，東 5
俳句 芭蕉：五月雨を　集めて早し　最上川 三 3
論語 ・子曰く，故きを温ねて新しきを知る，以て師と為る可し。教 5，三 6，東 6
短歌 藤原敏行：秋来ぬと　目にはさやかに　見えねども
　　　　　風の音にぞ　おどろかれぬる
教 4
古文 「つれづれなるままに」兼好法師（『徒然草』序段） 三 6，東 5
詩 『山のあなた』カアル・ブッセ　上田敏・訳 三 5，東 5
＜六年生＞　俳句 8，短歌 8，詩 4，古典作品 3，漢詩 5，論語 4，狂言 1
俳句 芭蕉：山路来て　何やらゆかし　すみれ草 東 3
　　　閑かさや　岩にしみ入る　蝉の声 光 3，東 5
俳句 芭蕉：荒海や　佐渡に横たふ　天の河 光 3，教 3
論語 ・子貢問いて曰く，一言にして以て終身之を行う可き者有
り乎と。子曰く，其れ恕乎。己の欲せざる所は，人に
施すこと勿かれと。
光 5，三 6，東 6
5・6 年生の教科書では，松尾芭蕉の俳句を多く掲載しているところが特徴的である。芭蕉
の句が季節ごとに掲載されているため，一人の俳人が詠んだ俳句から，季節感を感じることが
できる。また，論語の文章は長いものが多い。
◇考察
教科「日本語」は，世田谷区教育指導課が述べている通り，「短歌，俳句，古文，漢詩，論
語などを音読し暗唱する活動を通して，日本語の美しい響きやリズムを楽しむ学習を行」うこ
とが主となっていることが，教科書に掲載されている教材から分かる。特に，短歌・俳句や古
典作品と同等に漢詩・論語を取り扱っていることが特徴的である。中国から取り入れたものと
日本独自のものとでは，だいぶ言葉のリズムや響きも違う。しかし，その両方を日本人は古く
から親しみ，愛してきた。教科「日本語」は子どもたちが，昔の人々と同じように，短歌・俳
句や古典作品と漢詩・論語の両方を読むことで，日本の「伝統的な言語文化」を心や体に染み
込ませようとしているのではないだろうか。
しかし，一年生から画一的な読み方で読ませている指導方法と，検定教科書との重なりをど
うするのか，という二点に関しては疑問を感じている。私は，世田谷区の小学校で教育実習を
行ったので，教科「日本語」の授業も実践する機会をもつことができた。子どもたちへの教科
「日本語」の影響力の大きさを感じたのは，国語の授業であった。世田谷区は三省堂の教科書
を使用しているのだが，2 年生の教科書の「自分の声で」という詩の単元の中に「あかあか
や　あかあかあかや　あかあかや　あかあかあかや　あかあかや月」という短歌が掲載されて
いる。この短歌は 1 年生の「日本語」の授業で取り扱われているので，子どもたちは教科「日
本語」のその時の授業で，声に出して読んだことを覚えており，みな同じような読み方やリズ
ムの取り方で音読し始めたのである。そのため，「自分の声で」の単元の「自分の声で詩の情
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景を表現する」という指導目標がうまく達成されず，一人ひとりの読みの違いを引き出すこと
ができなかった。
とにかく声に出してリズムを感じるだけでよしとしているような指導法で，果たしてよい
のだろうか。世田谷区の子どもは，「伝統的な言語文化」に触れる時間は多いだろう。しかし，
みなと同じような読み方しかできないのは，本当に「親しむ」ことになるのであろうか。「あ
かあかや」の短歌を作者の明恵がどのような月を見て詠んだのかは分からないが，それを想像
しながら声に出すということが，「親しむ」ことになるのではないだろうか。授業で子どもた
ちに「あかあかや」の情景を絵に描かせたら，様々な作品が出来上がっていた。絵に描くこと
で一人一人が想起する情景の違いを感じられたのに，それを声に出して読むとどうしても「日
本語」の授業で読んだままの画一的な読み方にしかならなかったのである。
また，本節で見てきたように，教科書と重なっている教材は，教科「日本語」の中にいくつ
もある。「これは日本語の授業で学習した」となった時に，どのように指導をしていけばよい
のだろうか。例えば，各検定教科書では 5・6 年生で必ず取り扱っている『枕草子』の「春は
あけぼの」は，教科「日本語」では 4 年生で取り扱われている。子どもたちのこの既習をどう
受け止め，5・6 年生の時には何を教えれば良いのだろうか。
教育実習で見る限り，現場の先生たちは教科「日本語」に苦労しているように見えた。教科
「日本語」の教育で起きる問題も考えながら，指導をしていく必要があるように思える。
第三章　伝統的な言語文化の学習活動
第一節　伝統的な言語文化の学習活動の基本的な考え方
前章では，各検定教科書や教科「日本語」に掲載されている「伝統的な言語文化」の教材を
分析した。それを踏まえ，本章では「伝統的な言語文化」の教材をどう指導していけばよいの
か，ということを考えていきたい。
まず，「伝統的な言語文化」の学習活動にはどのようなものがあるのだろうか。岩崎淳（2012）
によると，次のように分類されるという。
一　古典の世界に親しむ
二　文語の調子に親しむ
　1．文章の朗読を聞く　　2．文章を音読する　　3．文章を書き写す　　4．文章を暗唱する　　
　　5．他の児童と唱和する　　6．覚えた文章を丁寧に書く
三　古人の考え方を知る （pp.13~15）
　一の「古典の世界に親しむ」は，以下の二・三の活動の中でできる。岩崎は「現代とは違
った時代が存在したのだということを知るのが『一　古典の世界に親しむ』第一歩である。」
と述べている。
二の「文語の調子に親しむ」の項目の中には，学習指導要領には書かれていない活動がある。
それは，「文章を書き写す」ということである。この「視写」の活動に関して，大内善一（2009）
は以下のように述べている。
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　「視写」は筆端で読み解釈する言語的な営みである。文章を指先で読み，書きながら覚え，
書き手の文体・作者の文体，作者その人をも指先を介して自分自身の身に乗り移らせる
という伝統的な言語活動である。 （p.43）
つまり，学習指導要領で言語活動例として示されている「音読」「暗唱」以外に，「視写」と
いう活動も伝統的な言語文化を学ぶ上で有効であると考えられる。
三の「古人の考え方を知る」は，学習指導要領でも「昔の人のものの見方や考え方を知るこ
と」とあり，特に 5･6 年生の教材である『枕草子』や『平家物語』，『徒然草』は，作者の考え
を読み取りやすい教材であると言えるのではないだろうか。
以上の「伝統的な言語文化」の学習活動の基本的な考え方を踏まえ，各教材の学習活動指導
について見ていきたい。
第二節　伝統的な言語文化の具体的な学習活動
本節では，各教材の具体的な学習活動について見ていきたい。各教材に対し，どのような学
習活動を行えばよいのか，ということに関して，田中洋一（2011）が学習指導要領に従い，低・
中・高学年に分けて述べているので，以下のようにそれぞれについて見ていきたい。
（１）第 1 学年及び第 2 学年の学習活動
まずは 1･2 年生での昔話や神話・伝承の学習活動である。学習指導要領では活動として，「読
み聞かせを聞いたり，発表し合ったりする」と示している。まず，1･2 年生の基本は「読み聞
かせ」である。伝統的な言語文化の世界へと誘うために，教師が子どもの興味や関心を惹きつ
けられる読み方で読み聞かせを行うべきだろう。その後の「発表し合う」活動について，田中
は何を具体的には行えばよいか，以下のように述べている。
　低学年の児童にわかるように平易に書かれた文章の読み聞かせを聞いた後で，登場人
物のものの見方や考え方について感想を述べさせたり，登場人物になりきって演じさせ
たりするのがよいでしょう。また読んだことや読み聞かせを聞いたことのなかから，好
きだったところや印象に残ったところを友達に紹介する活動なども考えられます。
 ［第一学年及び第二学年の授業のポイント］（p.5）
田中は「発表し合う」を，①感想を述べる，②演じる，③友達に紹介する，の三つの活動で
示している。まず，どんなところがおもしろかったかを子どもに話させ，昔話や神話の世界を
他の友達と共有することが必要ではないだろうか。またその活動を通して，もう一度あらすじ
や登場人物を確認することができると考える。
②の「演じる」は時間があれば行いたい活動である。演じることを「音読発表会」として教
科書を見ながら行えば，そこまで練習時間も必要ないだろう。演じるためには，何度も繰り返
し音読することになるし，暗唱もすることになるだろう。中村孝一（2009）は昔話を音読す
ることに対し，以下のように述べている。
　「とんとむかし」や「むかしむかし，あるところに」で語り始められる昔話独特の語り口や，
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方言調の会話，擬声語・擬態語の楽しいリズムや語感は音読することで感じることがで
きる。何度も音読をくり返すことで場面の様子が生き生きとイメージできることを実感
させたい。 （p.90）
昔話の世界をさらに広げるためには，読み聞かせを聞くだけではなく，音読や暗唱をするこ
とが必要になってくるのだと考える。時間の許す限り，昔話や神話を声に出して読ませるよう
にしたい。
③の「友達に紹介する」は，他の領域と関連付けられる。口頭で発表すれば「話すこと・聞
くこと」であるし，書いて知らせるなら「書くこと」となる。また，その作品のことだけでは
なく，自分が好きな昔話や神話について友達に紹介するという活動もあるだろう。
（２）第 3 学年及び第 4 学年の学習活動
次に 3・4 年生の学習活動である。3･4 年生は「短歌・俳句」と「ことわざ・慣用句・故事成語」
が教材として学習指導要領に示されている。
◇短歌・俳句
まずは「短歌・俳句」から見ていきたい。学習活動としては「情景を思い浮べたり，リズム
を感じ取りながら音読や暗唱をしたりすること」と学習指導要領で示されている。つまり「情
景を思い浮かべる」ことと，「リズムを感じ取りながら音読・暗唱をする」ことの二つである。
リズムを感じ取るとは，短歌であれば五・七・五・七・七であるし，俳句であれば五・七・五
である。短歌・俳句の定型を学び，声に出して感じ取ることが大切である。では，「情景を思
い浮かべる」ために教師はどのような工夫をすべきだろうか。田中は以下のように述べている。
　ここでは五音と七音を中心とする日本語特有のリズムのよさを音読や暗唱を通して感
じさせます。また，短い詩ですから言葉から情景や登場人物の心情を想像させることも
よいでしょう。その際，語の意味や言葉の使い方など，現代語と異なる部分については
必要に応じて解釈するようにします。また，歴史的な背景については，作品理解に必要
な程度に簡単に触れるとよいでしょう。 ［第三学年及び第四学年の授業のポイント］（p.5）
情景を思い浮かべるためには，教師が「解釈」と「歴史的背景の説明」を子どもの実態に合
わせて行うことが必要である。中学校以降の古典の授業で行うような，文法や歴史的背景には
深入りせず，その短歌・俳句の情景が思い浮かべられるように教師が工夫することが，短歌・
俳句のポイントである。
また短歌・俳句の学習活動として，田中は以下のように付け加えている。
　俳句や短歌に親しませるためには，実際に作らせることも効果的です。その際，俳句
の季語や切れ字のルールなどはあまり気にせず，五，七，五のリズムを重視して，自由に作
らせる方法もあります。また，百人一首を使ってかるた遊びをすることも活気のある授
業作りに有効です。 ［第三学年及び第四学年の授業のポイント］p.5）
このように，田中は短歌・俳句づくりと百人一首のかるた遊びを学習活動例として挙げてい
る。短歌・俳句をつくることは，短歌・俳句のリズムを意識するのには有効であると考える。また，
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百人一首のかるた遊びにおいて，勝つためには「覚える」ことが必要になる。子どもたちは勝
つために自分の好きな歌を覚えるようになるだろう。遊びの中で百人一首に興味や関心を持た
せ，親しませたい。
◇ことわざ・慣用句・故事成語
では，「ことわざ・慣用句・故事成語」ではどのような学習活動が考えられるだろうか。学
習指導要領では「意味を知り，使うこと」と示されている。「意味を知る」と，「その語句を使
う」ために，どのような学習活動を展開すればよいだろうか。田中は以下のように述べている。
　ことわざ，慣用句は古典ではありませんが言語文化の一つとして指導します。これらに
ついては知っているだけでなく，会話や作文のなかで活用してこそ価値のある知識とい
えます。たくさんの語を覚えさせることを重視するのではなく，数は少なくても実際の
会話や作文で使えるように指導します。そのためには，日常の教師の話の中で意図的に
使って見せたり，本や新聞のなかでの用例を紹介したりするなど実践的な指導をするよ
うにします。ことわざ等の言葉を実際に使うことを課題にした短作文の学習も効果的です。
また，「いろはかるた」などを使って遊んだり，ことわざや慣用句調べをして発表させる
ことも考えられます。 ［第三学年及び第四学年の授業のポイント］（p.5）
このように，まず「知る」ための学習活動では，「いろはかるた」を使って遊んだり，ことわざ・
慣用句・故事成語の語句について調べたりする活動ができる。しかし，「意味を知る」ことは
すぐにできても，「使う」ことはなかなかできない。田中は，「使う」ためには教師が働きかけ
ることが必要であると述べている。教師が意図的に使って見せたり，実際の用例を紹介したり
する中で，子どもたちに使い方の手本を示すことで，子どもたちが使い方を覚えていく。この
「使う」ことに関して中村（2009）は以下のように述べている。
　「使う」には，場の状況を理解しなければならない。瞬時にその状況を判断し，その状
況にぴったりの適切なことわざを頭の中から引っ張り出してこなければならない。「知っ
ている」からといって，すぐに「使う」ことはそんなに簡単なことではない。
　生活の中で，場の状況を見ながら，失敗を恐れずどんどん使ってみる経験が必要である。
また，そのような学習環境を作らなければならない。さらに，教師が意図的に使うこと
も大切である。「場の状況」と「ことわざ」がセットとして子どもに伝わり，使い方が感
覚的に理解されていくだろう。 （p.91）
つまり，中村は，「使う」ということは，場の状況に応じてことわざ・慣用句・故事成語が
使えるようになることであるとしている。やはり中村も，教師が意図的にことわざ・慣用句・
故事成語を使うことを奨励しているが，その他に学習環境について述べている。教師が，挑戦
して使った子どもをおおいに褒め，他の子どもと一緒に語句の意味を確認していくことができ
れば，教室内で子どもたちがことわざ・慣用句・故事成語を使ってみようという気になるので
はないだろうか。ことわざ・慣用句・故事成語を積極的に「使う」中で，その語句を自分のも
のにし，表現力の向上へとつなげていきたい。
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（３）第 5 学年及び第 6 学年の学習活動
5･6 年生の学習指導要領で示されている教材は「親しみやすい古文や漢文，近代以降の文語
調の文章」「古典について解説した文章」である。
◇親しみやすい古文・漢文，近代以降の文語調の文章
まずは「親しみやすい古文や漢文，近代以降の文語調の文章」から見ていく。学習指導要領
では「内容の大体を知り，音読すること」が学習活動となっている。
○親しみやすい古文
はじめに，「親しみやすい古文」から見ていく。古典作品の内容の大体を子どもに知らせる
ためには，教師はどのように工夫すればよいのだろうか。田中は以下のように述べている。
　ここでは親しみやすい古文の原文を読みます。児童が古典に難しさを感じないよう，ス
トーリーをあらかじめ教えておいたり現代語訳と対照させたりするなどの工夫をしまし
ょう。教師の上手な範読もポイントになります。古典特有の言葉や言い回しがある反面，
現代と同じ使い方の語があるなど，古典に使われている語や表現に注目させることが大
切です。六年生で学ぶ歴史と関連させて，子どもの興味・関心を高めるようにしましょう。
朗読会や群読などの実施も効果的です。 （p.5）
ここで一番危惧したいのは子どもたちを古典嫌いにさせてしまうことである。子どもたちは
古典の言葉に慣れていないため，古典の学習に対して苦手意識を持ってしまう可能性がある。
子どもたちが古典作品を面白いと思えるような教師の工夫が必要になる。まずは，古典作品の
中身を子どもたちが知ることができるようにすべきである。古典作品の中身を知らせる指導法
に関して，中村（2009）は以下のようにまとめている。
・細やかな語句の解釈は問わず，教師が内容や情景を分かりやすく説明する。
・資料や映像などを積極的に活用し，興味を持たせ，理解の助けとする。 （p.91）
子どもが「古典は何が書いてあるのか分からないから嫌いだ」と言う前に，教師がその古典
作品の面白さを伝えることが重要なのである。また，内容を知れば音読をした際に「何が書か
れているのか分からないのに音読するのは苦痛だ」と感じなくなり，リズムや言い回しを楽し
むことができるようになるのではないだろうか。古典作品の面白さを味わい，そして古文のリ
ズムを感じることで，古典に親しむ態度が育成されていくだろう。
○親しみやすい漢文
次に「親しみやすい漢文」について見ていく。漢文は，いわば中国から輸入されたもので
あるが，古くから多くの日本人が読んできたものである。その漢文において「内容の大体を
知り，音読する」際には，どのようなことに留意すればよいのだろうか。田中は以下のよう
に述べている。
　漢文は書き下し文を読ませることが中心になります。音読を繰り返して，書き下し文
特有のリズムに慣れさせます。訓読のルールや漢詩の決まりなどには必要以上に触れな
いようにしましょう。漢詩をノートに書き写したり，場面を想像して簡単な絵を描かせ
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たりすることもできます。 （p.5）
ここでは，「内容を知る」ということに触れられていないが，やはり意味も分からずただ音
読させるのではなく，簡単な現代語訳を子どもに知らせるべきであろう。
○近代以降の文語調の文章
　「近代以降の文語調の文章」について，田中は以下のように述べている。
　文語の文章は古典だけのものではなく，戦後まで公用文として使われていました。で
すから，石碑，掛け軸，看板など，いろいろなところに文語表現は残っています。身の
まわりの文語を探すのもおもしろいでしょう。また，音楽の童謡・唱歌にはたくさんの
文語表現があります。あらためて歌詞を読ませてみるのもよいですね。 （p.5）
以上を見ると，文語調の文章を身の回りから探すことで興味を持たせる活動を示しているこ
とが分かる。音楽科において，必ず教科書に掲載されている「歌唱共通教材」には文語調のも
のが多い。歌に目を向けることで，子どもたちはより文語調の文章に興味を持つかもしれない。
しかし，ここにおいてもやはり，「内容の大体を知る」ことは大切である。
◇古典について解説した文章
では，「古典について解説した文章」についてはどうだろうか。学習指導要領では「昔の人
のものの見方や感じ方を知ること」が学習活動として示されている。田中は以下のように「古
典について解説した文章」の説明をしている。
　これは小学生用に書かれた古典の解説や，古典を素材にした現代の随筆などのことです。
これらの指導では，作者や時代の傾向，価値観などについて指導し，昔の人のものの見
方や考え方を理解させます。それぞれ違うものを読み，内容を紹介したり感想を交流し
たりする授業も考えられます。 （p.5）
以上を見ると，「古典について解説した文章」とは説明文やエッセイのようになっているこ
とが分かる。子どもたちがその文章を読んで，古典について興味を持ち，昔の人の見方・考え
方を知ることができればよい。
第三節　伝統的な言語文化を指導する上での注意点
前節までは，伝統的な言語文化の学習活動の在り方や進め方について述べてきた。では，教
師は伝統的な言語文化を指導する上で何に気を付けたらよいだろうか。本節では，伝統的な言
語文化を指導する上での注意点について見ていきたい。
（１）教材として
伝統的な言語文化の教材の注意点として取り上げられるのは，「神話」である。前回の検
定教科書の中には，どの教科書会社の中にも取り上げられていなかった「神話」であるが，
今回の学習指導要領改訂により「昔話や神話・伝承」と教材が示されたため，どこの教科
書会社も「神話」を掲載することとなった。では，何故神話は掲載されていなかったのだ
ろうか。
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その理由は第一章の第二節でも述べたが，まずは授業時数が減らされていたことにより，学
習指導要領で多く示されていなかった「伝統的な言語文化」が教科書から姿を消していたこと
にあるだろう。しかし，それだけではないと考える。高橋俊三（2008）は「神話・伝承」に
ついて以下のように述べている。
　一部危惧の点から述べる。学習指導要領案で，低学年の当該文言は，「昔話や伝説など」
となっていたのであった。ところが，告示に際しては，「昔話や神話・伝承など」と変え
られた。私は，変更前のほうがよかったと考えている。変更後は硬い表現である。精神
的な意図を感じさせる言葉である。「伝説」は国語科の対象であるが，「伝承」は，国語科
としては，今まであまり馴染まなかった言葉ではなかろうか。
　この変更に関して，朝日・読売両紙が政治的圧力のあったことを報じている。私は，「伝
統的な言語文化」に触れさせ親しませることは大変重要なことではあるが，理念の押し
付けになってはいけないと思う。
　「神話・伝承」と並べられると，物語享受の段階を飛び越えてしまう。思想的な方向に
行ってしまうのではないかと危惧するのだ。私は，神話の受容は大切なことであるが，そ
れは「昔話や伝説」の中に含めて，享受するものだと信じている。 （p.62）
この文章を見ると「神話・伝承」教材は，①精神的な意図を感じさせる，②思想的な方向性
がある，と考えられていることが分かる。神話とは日本の起源が描かれているものが多く，日
本は神によってつくられたとされ，また天皇の元を辿れば神であるとされている。そのような
思想が含まれているからこそ，戦争後の日本では「神話」が敬遠されていき，教科書から姿を
消してきたのではないだろうか。その流れを受けているのか，新学習指導要領を受けた検定教
科書の中で 4 社が掲載している「因幡の白兎」は，兎が主人公となっており，神話の中でも日
本の起源や神の様子の描写が薄いものとなっている。
しかし，教科書には書かれていなくとも，他の神話を紹介すれば，その思想を子どもが知る
ことになるだろう。日本の神は八百万であり，そのような国だからこそ，ものを大切にする心「も
ったいない」の精神が生まれたのではないか。神話を一概に危ないものであるとするのではな
く，十分気をつけた上で日本人の古来の精神を伝えていければよいのだと考える。一学生，一
教員として検定教科書の教材をどうこうすることはできないが，神話に対する考えは様々ある
と知った上で，子どもたちに指導していきたい。
（２）指導方法として
次に「伝統的な言語文化」の指導法の問題について考えていく。特に懸念されている，伝統
的な言語文化の「音読・暗唱」の指導について述べていきたい。一時，斉藤孝の『声に出して
読みたい日本語』が話題になり，声に出すこと，すなわち音読がブームとなった。新学習指導
要領でも｢音読・暗唱｣は重きを置かれている学習活動である。しかし，その活動に対し警鐘
を鳴らしている評論が多く見受けられた。まずは白坂洋一（2011）の論から見ていこう。白
坂は以下のように述べている。
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　「伝統的な言語文化」を授業するにあたり，具体的な活動として「音読」「朗読」「暗
唱」が前面に出され，多く取り上げられている。確かに「音読」「朗読」「暗唱」とい
った学習のあり方は，古典作品であっても近現代作品であっても必要である。しかし，
音読や暗唱を重視するという活動だけで，伝統的な言語文化に触れることになるのか。
表現や仕掛けにこだわり，豊かに読み深めることでこそ，古典は子どもたちの中で有
意味化され，楽しく心を揺さぶるものとなる。そのため，「音読」「朗読」「暗唱」を重
視するという活動だけで，「伝統的な言語文化に親しむ」ことにつながるという点には
疑問が残る。 （p.7）
以上を見ると，意味も分からずに「音読」「朗読」「暗唱」をすることが，伝統的な言語文化
に触れることになるのか，という疑問を抱いていることが分かる。その作品がどんなに面白く，
どんなに素晴らしく，どんなに技法を凝らしているのか，等の事項は一切教えずに，ただひた
すら声に出して読ませることに何の意味があるのだろうか。確かに，リズムや響きは感じ取れ
るかもしれない。しかし，何が書いてあるのかも分からないものを，何度も繰り返し読むこと
になる子どもたちの中には，音読することを苦痛に思う子が出てきてもおかしくない。同じよ
うに，阿部昇（2010）も以下のように述べている。
　もう一つ気になるのは，新学習指導要領で「音読」「朗読」「暗唱」が，小学校・中学校
ともに前面に出ていることである。「音読」「朗読」「暗唱」という学習の在り方は，古典
作品であっても近現代の作品であっても，是非必要なことである。しかし，作品を豊かに
そして深く読んでいくことにつながらなければ，それは江戸時代の「素読」と変わらない。
音読で脳の血流が増え活性化するということは確かにあるかもしれないが，それは脳の
機能訓練レベルのことである。それがそのまま魔法のように国語の学力につながるわけ
ではない。
　「音読」「朗読」「暗唱」重視は，＜古典を丁寧に読んでも，文法を重視しても，子ども
はかえって古典嫌いになる＞というこれまでの古典の授業の反省から来ているのかもし
れない。しかし，それはこれまでの古典の読みの授業が表層をなぞるだけのものであっ
たり，文法知識に過度に偏ったものであったりしたためである。古典の授業も，近現代
作品同様，表現や仕掛けにこだわり豊かに読み深めていくことで，楽しく心を揺さぶる
ものになる。 （p.38）
以上を見ると，白坂と同じことを危惧していることが分かるだろう。古典嫌いをつくり出さ
ないためにも，音読・暗唱を意味もなくひたすらやらせたくはない。
次に，「暗唱」について野口芳宏（2012）は以下のように述べている。
　名文暗誦，名文暗記ということがよく奨励されるが，それが「暗記，暗誦」を目的と
することであれば私は反対だ。万事がそうであるように，機械的な，一夜漬け的な暗記
や暗誦は，その時その場を過ぎると剥落しがちである。また，意味や文脈が分かってい
ないのに無闇にある語句，文章を覚えたとて何の意味があるのか。暗記，暗誦を目的と
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した宿題や特訓や奨励作には，基本的には私は賛成できない。
　先に「合文脈音読を第一に」と書いた。文脈に合わせ，文脈を顕ち上がらせるべく，望
ましい音読を繰り返しているうちに，その内包するリズム感や言葉の美しさに気づき，そ
れに惚れてしまって繰り返し合文脈音読を重ねてしまった。その結果としていつの間に
かその一節を誦んじていた，ということがもっとも望ましい。つまり，暗記・暗誦は，「目
的ではなく結果である」という認識と指導が望ましいのである。 （p.60）
暗唱のための暗唱は，何にもならないのではないか。音読をしていく中で，自然と覚えてい
くのが好ましい。無理にやらせることなく，「伝統的な言語文化」の面白さを感じさせながら
音読させられるようにするのが，教師の腕の見せ所である。
第四章　伝統的な言語文化に親しむ態度を目指した授業案
第一節　伝統的な言語文化教材の中身に迫る授業づくり
前章の第三節では，伝統的な言語文化を指導する上での注意点を取り上げた。本章では，そ
の中で教師が陥りやすい「音読・暗唱」だけを重視する授業から脱却し，伝統的な言語文化の
「中身」に迫り，伝統的な言語文化に親しむ態度の育成を目指す授業づくりをする。
　「音読・暗唱」が重視されやすい教材として，「短歌」「俳句」「古典作品」が挙げられる。こ
の中で「古典作品」は，大体のあらすじを知る中で，中身に迫っていきやすいと考える。し
かし，「短歌」「俳句」は意味さえなんとなく分かってしまえば，あとは「音読」や「暗唱」をし，
それで学習を終わりにしてしまいやすい。本章では，「短歌」に目を向け，中身に迫る授業づ
くりを考えていきたい。
扱う単元は，教育出版の 4 年上「短歌の世界」とする。古いものから年代順に掲載されて
いるので，日本語の響きの移り変わりを音読しながら感じることができ，また 6 首の教材は自
然の美しさや作者の思いを想像しやすいものとなっている。しかし，その後の「短歌をつくろ
う」では「心にしみてうれしかりけり」の下の句に合う上の句をつくる学習活動が展開されて
おり，叙景詩も叙情詩も読んだ後でのその学習活動に違和感を覚えた。何故，叙景詩も叙情詩
も読んだのに，叙情詩だけを子どもたちにつくらせるのだろうか。
そこで私は，教科書は導入として使い，短歌のリズムについて学ばせた後で自主教材を使用
し，作者の気持ちを想像する授業を提案したい。作者の気持ちを想像し共感することで，短歌
に親しむ態度が育成できると考えたからだ。そして，短歌をつくる際には，自分の気持ちを短
歌にこめられるように授業を進めていきたいと考えた。この授業を短歌の世界へ踏み出す一歩
と考え，短歌のおもしろさや感動を子どもたちに伝えていきたいと思う。
第二節　提案授業
提案授業で扱う教材は，教育出版の第 4 学年上巻「短歌の世界」と，良寛・石川啄木の二
人の短歌とする。まずは，教科書に掲載されている短歌を紹介する。
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・ 東
ひんがし
の　野にかぎろいの　立つ見えて　かえりみすれば　月かたぶきぬ（柿本人麻呂）
・ 秋来
き
ぬと　目にはさやかに　見えねども　風の音にぞ　おどろかれぬる（藤原敏行）
・ 見わたせば　花ももみじも　なかりけり　浦
うら
の苫
とま
屋
や
の　秋の夕ぐれ（藤原定家）
・ かすみ立つ　長き春
はるひ
日を　子供
ども
らと　手まりつきつつ　この日くらしつ（良寛）
・ 金
こんじき
色の　小さき鳥の　形して　いちょう散るなり　夕日のおかに（与謝野晶子）
・ たわむれに　母をせおいて　そのあまり　軽
かろ
きに泣きて　三歩歩
あゆ
まず（石川啄木）
前節でも説明したが，この 6 首は古いものから年代順に掲載されているので，日本語の響
きの移り変わりを音読しながら感じることができ，教材は自然の美しさや作者の思いを想像し
やすいものとなっている。この 6 首を音読し，短歌のリズムである五・七・五・七・七を子ど
もたちと確認したい。
次に，自主教材として使用する良寛と石川啄木の短歌を紹介する。まずは良寛の短歌で
ある。
・ この里に手毬つきつゝ子供らと遊ぶ春日はくれずともよし
・ この宮の森の木下に子供らと遊ぶ春日になりにけらしも
・ 霞たつ長き春日を此宿にうめの花見てけふもくらしつ
良寛の短歌では，教科書に掲載されている「かすみ立つ　長き春日を　子供らと　手まりつ
きつつ　この日くらしつ」の歌に似ている 2 首を授業で扱う。これらの似ている 3 首を学習
することで，良寛の春に対する思いや子どもと遊ぶ楽しさを子どもたちと想像し，それについ
て考えたり共感したりしていきたい。また，「霞たつ長き春日」は万葉集の小
おのうじのたも
野氏淡理
り
が詠ん
だ「霞立つ長き春日をかざせれどいやなつかしき梅の花かも」から本歌取りされているもので
ある。そこで，その歌に似た良寛の「霞たつ長き春日を此宿にうめの花見てけふもくらしつ」
も紹介したい。本歌取りを知ることで，子どもたちが短歌づくりをする際に，短歌をつくるア
イディアにして欲しい。
石川啄木の短歌では，以下の 2 首を取り扱う。
・ はたらけど
　はたらけど猶
なほ
わが生
く ら し
活樂
らく
にならざり
　ぢつと手
て
を見
み
る
・ 或
あ
る時
とき
のわれのこころを
　燒
や
きたての
　麵
ぱ ん
麭に似
に
たりと思
おも
ひけるかな
石川啄木はお金に苦労し，若くして病気にかかり亡くなっているためか，暗い歌が多いが，
生活の中での歌を詠んでいるので，共感しやすいと考えた。そこで，中でも子どもたちが気持
ちを想像しやすく，思いを巡らせたり考えを深めたりしやすい短歌を取り扱う。
次ページ以降に単元の学習指導案を掲載する。
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第４学年「国語科」学習指導案
 国士舘大学　畠山優佳里
１．単元名　短歌の世界（教育出版 4 年上巻）
２．単元の指導目標
◎ 三十一文字の定型にこめられた作者の気持ちを想像し，考えたり思ったりしたことを鑑賞文にす
る。
◎短歌の五・七・五・七・七のリズムを知り，リズムよく音読する。
◎語句のまとまりやリズムを意識して，短歌に自分の気持ちをこめる。
３．単元の評価規準
　　観点 ア　国語への関心・
意欲・態度
ウ　Ｂ書く能力 エ　Ｃ読む能力
オ　言語に関する知識・
理解・技能
単元の
評価規準
・短歌にこめられた作
者の気持ちについ
て考えたり共感し
たりしようとして
いる。
・短歌を意欲的につく
ろうとしている。
・短歌を読んで考え
たり思ったりし
たことを鑑賞文
にまとめている。
・三十一文字の定型
の中にこめられ
た作者の気持ち
を想像している。
・易しい文語調の短歌を，
リズムを感じ取りなが
ら音読している。
・五・七・五・七・七の
語句のまとまりやリズ
ムをつかんで短歌をつ
くっている。
4. 指導観
（1）単元観
本単元は，短歌の定型について知り，三十一文字の中にこめられた作者の気持ちについて想像を広げ，
考えたり思ったりしたことを鑑賞文にまとめることがねらいである。また , 短歌のリズムを感じ取りな
がら音読することもねらいとする。そして，短歌のリズムに自分の思いや気持ちをのせて表現する活
動を通して，短歌に親しませたい。
（2）児童観
児童は 3 年生の時に俳句を既習しているため，俳句の五・七・五の定型詩の中に季節感や作者の感
動がこめられていることを学習している。また，4 年生になり「元気に声を出し合おう」の単元で『春
のうた』と『とびばこ　だんだん』の詩を，情景を想像しながら音読するという学習を行った。また「一
　思いを想像して読む」の単元では『やい，とかげ』を登場人物の気持ちを想像した。
本単元では，短歌にこめられた作者の思いを想像し，リズムよく声に出して音読することと，実際
に短歌をつくる活動を通して，短歌のよさを味わえるようにしたい。
（3）教材観
第一次では，教科書を用いて，短歌のリズムやその短歌の大体の意味について知る活動を行うが，
第二次では，教科書に掲載されている良寛と石川啄木の二人の歌について学習していく。良寛と石川
啄木の短歌は，教科書に掲載されている短歌の中で，作者の気持ちがより感じやすいものとなってい
る。児童が二人の短歌について考えたり共感したりすることで，短歌をより身近に感じ，今後親しむ
ことができると考えた。二人の短歌を読むことで，短歌は三十一文字の中に作者の思いや気持ちがこ
められていることを知り，子どもたち自身が短歌に自分の思いや気持ちをこめる活動ができるように
したい。 
108
5．単元の指導計画と評価計画（5 時間扱い）
? ?
学習活動・学習内容
学習活動に即した
具体的な評価規準 [ 評価方法 ]
?
?
?
?
1?
・3 年生の時に学習した俳句と比べなが
ら，短歌のリズムについて知る。
・教科書の本文を読み，短歌 6 首とその短
歌の大体の意味を知り，音読する。
・五・七・五・七・七のリズムを感じ取りな
がら音読している。（オ）［音読観察］
?
?
?
?
2?
・良寛の短歌を比べながら，春のよさや子
どもと遊ぶ楽しさを感じ取る。
・良寛の短歌の中から好きな歌を見つけ，
鑑賞文を書く。
・良寛の短歌から「春の中で子どもと遊ぶ楽
しさ」を想像している。（エ）［発言］
・良寛の気持ちについて考えたり共感したり
している。（ア）［鑑賞文］
?
?
?
?
3?
?
?
?
?
・石川啄木の短歌を読み，短歌にこめられ
た啄木の気持ちを想像する。
・石川啄木の短歌の中から好きな歌を見つ
け，鑑賞文を書く。
・石川啄木の短歌から，短歌にこめられた気
持ちを想像し，それについて考えたり共感
したりしている。（エ）［発言］
・短歌を読んで考えたり思ったりしたことを
鑑賞文にまとめている。（ウ）［鑑賞文］
?
?
?
?
4?
・三十一文字の定型に自分の気持ちをこめ
た短歌をつくる。
・積極的に短歌をつくろうとしている。
　（ア）［観察］
?
5?
・短歌発表会をする。 ・五・七・五・七・七の語句のまとまりやリ
ズムを意識して短歌をつくっている。（オ）
［発表］
6．本時の指導（５時間扱いの第３時間目）
（1）本時のねらい
○ 短歌にこめられた石川啄木の気持ちを想像し，それについて考えたり共感したりしたことを，鑑賞
文にまとめる。
（2）展開
主な学習活動と予想される児童の反応 ○指導上の留意点　◎評価
?
?
?
１　石川啄木の短歌を 3 首音読する。
　・ たはむれに母を背負いて／そのあまり軽きに
泣きて／三歩あゆまず
　・ はたらけど／はたらけどなほわが生活楽にな
らざり／ぢつと手を見る
　・ ある時のわれのこころを／焼きたての／ぱん
に似たりと思ひけるかな
２　今日の学習のめあてをもつ。
短歌にこめられた
石川啄木の気持ちを想像しよう。
○黒板に石川啄木の短歌を三首提示する。そ
の際旧字体は新字体に直し，習っていな
い漢字はひらがなにしたものを提示する。
○どこで区切って読むのか，短歌のリズムで
ある五・七・五・七・七を確認し，区切
れごとに線を入れる。
○短歌を読み，どんな気持ちが短歌にこめら
れているか問いかけ，本時の学習のめあ
てをもつ。
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?
?
?
３　「たはむれに…」の歌を読む。
Ｃ：私もお母さんをおんぶしたことがある。
Ｃ：お母さんは重いから歩けない。
Ｃ：軽くて歩けないなんて変だなあ。
Ｃ：いつまでもお母さんには元気でいて欲しいけ
ど，背負ってみたら軽かったから心配になっ
たと思う。
４　「はたらけど…」の歌を読む。
Ｃ：石川啄木は貧乏だったのかな。
Ｃ：どうして手を見たのだろう。
Ｃ：自分はこれしか稼げないのかなと思った。
５　「ある時の…」の歌を読む。
Ｃ：焼きたてのぱんに似ている心ってどんな心な
のかな。
Ｃ：すごく嬉しいことがあったのだと思う。
Ｃ：温かいなって思えることがあった。
Ｃ：それを思い出している歌なんだね。
○短歌の語句の意味をおさえ，短歌の内容に
ついて説明する。
○母親を背負った経験があるか尋ね，その時
にどのようなことを思ったか思い出させ
る。
○母親が軽くて泣いてしまった石川啄木の
気持ちについて考えさせる。
○短歌の語句の意味をおさえ，短歌の内容に
ついて説明する。
○実際に自分の手をじっと見させ，どんなこ
とを感じるか問いかける。
○「焼きたてのぱん」はどんなぱんか想像さ
せる。
○その「焼きたてのぱん」に似ている心とは
どんな心か，どんな時にその心になるか
考えさせる。
◎石川啄木の短歌から，短歌にこめられた気
持ちを想像し，それについて考えたり共
感したりしている。（エ）［発言］
?
?
?
６　三首から好きな歌を選び，鑑賞文を書く。
＜たはむれに…＞
Ｃ：私のお母さんは重いからおんぶして歩けない。
けれど，もしお母さんが軽かったらすごく不
安になると思う。
＜はたらけど…＞
Ｃ：どうして貧乏なんだろうと考えたと思う。じ
っと手を見て自分がやれることについて考え
てみたんじゃないかな。
＜ある時の…＞
Ｃ：私は誰かに親切にした時に「焼きたてのぱん」
の心になる。温かくてふわふわしているから。
７　書いた鑑賞文を発表する。
８　次時への見通しをもつ。
○ワークシートを用意し，好きな短歌を視写
させ，その短歌についての鑑賞文を書か
せる。鑑賞文には「よいと思ったところ」
「共感できるところ」「短歌を読んで考えた
こと・思ったこと」について書くことを
伝える。
○机間指導をしながら，評価・支援を行う。
○つまづいている児童には石川啄木の気持
ちを想像して感じたことや思ったことを
書くよう助言する。
◎短歌を読んで，考えたり思ったりしたこと
を鑑賞文にまとめている。（ウ）［鑑賞文］
○数人に書き終わった鑑賞文を読ませ，クラ
ス内で考えや気持ちを共有し合う。
○次回は短歌づくりをすることを伝える。
（3）評価
・短歌にこめられた石川啄木の気持ちを想像し，それについて考えたり共感したりする。
・短歌を読んで考えたことや思ったことを鑑賞文にしてまとめている。
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第三節　提案授業に対する考察
前節では「伝統的な言語文化に親しむ態度」の育成を目指し，音読・暗唱だけではなく，中
身に迫る授業を提案した。短歌の中身に迫る授業をするために，私が「作者の気持ち」に着目
して授業をつくったのは，石川啄木の短歌に出会ったからである。それは「或
あ
る時
とき
のわれのこ
ころを／燒
や
きたての／麵
ぱ ん
麭に似
に
たりと思
おも
ひけるかな」の短歌である。私はこの短歌を読んで，
「焼きたての麵麭」に似ている心とはどんな心だろうと考えた。「焼きたての麵麭」は，温かく
ふわふわしている。きっと麵麭を割ったら湯気も立つだろう。一体どんな時に「焼きたての麵
麭」に似ている心になるだろうか。私はこの短歌を読んで，いたく感動したのである。短歌を
読んで感動したのは初めてだった。だから是非この短歌を子どもたちに伝えたいと思ったので
ある。私は石川啄木の短歌に出会い，子どもたちには，短歌を読んで「共感をする」「感動する」
という経験をし，短歌に親しんで欲しいと考えた。そのため「作者の気持ち」について想像し，
考えたり共感したりすることのできる学習指導案を作成した。
そして，子どもたちには短歌をつくる活動を通して，自分の思いを短歌にのせて詠むことで，
さらに短歌に親しんで欲しいと考えた。また短歌発表会を行い，友達の短歌も聞くことで，そ
の短歌に共感したり思いを巡らせたりしてほしいと考えた。
この提案授業で工夫した点は二点ある。一点目は，短歌の中身に迫れるよう一時間の授業で
扱う歌を少なくし，子どもたちが想像する時間をつくったところである。また，学習指導要領
にも書かれているように，他の領域との関連を意識し，「話す・聞く」，「読む」，「書く」活動
を授業の中に取り入れた。
二点目は，短歌づくりの際に「本歌取り」を行ってもよいとするところである。いざ短歌を
つくろうとしてもなかなか取りかかれない子どもがいると予想し，良寛が万葉集から本歌取り
を行っているように，子どもたちも良寛や石川啄木の短歌を使ってもよいとすることで，短歌
づくりに積極的になって欲しい。また，短歌をつくる際に，五・七・五・七・七のリズム感や
語句のまとまりを意識させるため，授業で取り扱う短歌も字余り・字足らずのものではなく，
三十一文字に収まっているものにした。
実践するにあたっては，音読は短歌のリズムを楽しむ程度に留めておくようにしておきたい。
短歌に親しむということは，闇雲に「音読をすればいい」という訳ではないはずだからだ。好
きな歌だったら何度も口ずさむし，知らぬ間に覚えていくはずである。短歌のリズムや語句の
まとまりを感じ，日本語の響きに触れるためには音読は必要であるが，繰り返し何度も読むこ
とを強制しないようにしたい。
伝統的な言語文化が今もなお大切にされているのは，その作品などが多くの人に感動や共感
を与えてきたからではないだろうか。私はこの提案授業のために教材を探している中で，石川
啄木の歌に出会い，そのことに気付かされた。「感動」や「共感」を子どもたちに伝えられる
授業をしたい。
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おわりに
　「伝統的な言語文化」は，何も最近教えられるようになった訳ではない。古くから多くの人
が「伝統的な言語文化」について学んできた。しかし，「伝統的な言語文化」をどのように教
えるかということについては，まだまだ議論の余地がある。「伝統的な言語文化」をしっかり
と子どもたちに伝えていこうとなった今日，どのように伝え，教えていくかについて考えて
いく必要がある。
子どもたちが「伝統的な言語文化」を学ぶために使用する教科書を調べるため，第二章では
検定教科書が取り扱っている教材を分析したが，教科書会社によって教材数が違っており，ま
たその教材や単元にかける時間数もそれぞれであった。しかし，どの教科書も「音読」を意識
しているのは間違いないだろう。それは学習指導要領でも書かれていることである。教科「日
本語」に至っては，中身に迫ることよりも「とにかく音読・暗唱」というイメージを強くもっ
た。教科「日本語」には，私が高校生の頃に読んだ漢詩が掲載されていたので大変驚いた。
私は，本論文の執筆を通して，伝統的な言語文化を子どもたちに伝え，教えていくためには，
音読や暗唱も大事であるが，中身を子どもたちと確認することが大切であると考えるようにな
った。日本人が愛してきた「伝統的な言語文化」の魅力を子どもたちに伝えていくことが，教
師の役目であると強く感じている。もちろん，日本語の響きやリズム感も愛されてきた要素に
なるだろう。しかし，その奥にある情景や作者の思いに多くの人が感動し共感してきたからこ
そ，愛されてきたのだ。
提案授業では，子どもたちが短歌の中身に迫ることで，短歌の面白さを感じ，興味・関心を
もってもらいたいという願いを込めた。しかし，子どもが面白い・共感できると思えるような
短歌を探すのには大変苦労した。普段から私自身が短歌を読んでいるわけではないので，数多
くの短歌の中から教材として相応しいものを見つけることは大変であった。
今後の私の課題は，私が日頃から「伝統的な言語文化に親しむ」ことである。子どもたちが
昔の人々と同じように「伝統的な言語文化」を愛していけるように，教師である私自身が「伝
統的な言語文化」の魅力を感じる必要がある。多くの「伝統的な言語文化」に触れ，子どもた
ちに合った教材を見つけていきたい。
本論文を作成するにあたり，指導教員の山室和也先生には，お忙しい中丁寧かつ熱心なご指
導を賜りました。ここに感謝の意を表します。 
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資料（１）各検定教科書における「伝統的な言語文化」教材
◇光村図書
物語 9，俳句 19，短歌 14，詩 3，古典作品 3，漢詩 0，論語 3，ことわざ 14，慣用句 20，故事成語 0，
文語調の文章 1，狂言 1，落語 1，いろはにほへと 1
1 年 おむすびころりん，まのいいりょうし，むかしばなしがいっぱい（絵），たぬきの糸車
2 年 いなばの白うさぎ，三まいのおふだ
3 年
声に出して楽しもう（良寛・芭蕉など），ばけくらべ，いろはにほへと，声に出して楽しもう（一茶・
百人一首など），かるたについて知ろう
4 年
声に出して楽しもう（一茶・蕪村など），慣用句，声に出して楽しもう（子規・啄木など），額に柿の
木，「ことわざブック」を作ろう
5 年
声に出して楽しもう（竹取物語・枕草子・平家物語）（枕草子は春・秋），われは草なり（高見順），
声に出して楽しもう（論語），雪女，詩の楽しみ方を見つけよう（『紙凧』井伏鱒二，『土』三好達治）
6 年
伝えられてきたもの（狂言　柿山伏）・柿山伏について，河鹿の屏風，たのしみは（橘曙覧），「とんぼ」
の俳句を比べる，声に出して楽しもう『天地の文』福沢諭吉，言葉は動く（『枕草子』「うつくしきもの」）
＜ 3 年　声に出して楽しもう（良寛・芭蕉など）＞
　良寛：かすみたつ　ながきはるひにこどもらと　てまりつきつつ　このひくらしつ
　　　　むしのねも　のこりすくなに　なりにけり　よなよなかぜの　さむくしなれば
　松尾芭蕉：古池や　蛙飛びこむ　水の音
　　　　　　閑かさや　岩にしみ入る　蟬の声
　与謝蕪村：菜の花や　月は東に　日は西に
　　　　　　春の海　終日のたり　のたりかな
　小林一茶：やれ打つな　蠅が手をすり　足をする
　　　　　　雪とけて　村いつぱいの　子どもかな
＜ 3 年　声に出して楽しもう（一茶・百人一首など）＞
　松尾芭蕉：荒海や　佐渡によこたふ　天の河
　与謝蕪村：さみだれや　大河を前に　家二軒
　小林一茶：痩せ蛙　まけるな一茶　これにあり
　紀友則：久方の　光のどけき　春の日に　静心なく　花の散るらむ
　安部仲麻呂：天の原　振りさけ見れば　春日なる　三笠の山に 出でし月かも
＜ 3 年　かるたについて知ろう＞
　ことわざ：花よりだんご・楽あれば苦あり・笑う門には福来る・犬も歩けばぼうに当たる
　猿丸大夫：おくやまに　もみじふみわけ　なくしかの　こえきくときぞ　あきはかなしき
＜ 4 年　声に出して楽しもう（一茶・蕪村など）＞
　小林一茶：雀の子　そこのけそこのけ　御馬が通る
　与謝蕪村：夏河を　越すうれしさよ　手に草履
　松尾芭蕉：名月や　池をめぐりて　夜もすがら
　光孝天皇：君がため　春の野に出でて　若菜摘む　我が衣手に　雪は降りつつ
　山部赤人：田子の浦に　打ち出でて見れば　白妙の　富士の高嶺に　雪は降りつつ
　蝉丸：これやこの　行くも帰るも　別れては　知るも知らぬも　逢坂の関
＜ 4 年　慣用句＞
　火花を散らす，頭をひねる，心をこめる，ねこのひたい，つるのひと声，うり二つ，
　実を結ぶ，エンジンがかかる，メスを入れる，馬が合う，竹をわる，雲をつかむ，
　水を打つ，くもの子を散らす，話がはずむ，息を殺す，えりを正す，油を売る，
　型にはまる，世話を焼く，なみだをのむ
＜ 4 年下　声に出して楽しもう（子規・啄木など）＞
　正岡子規：柿くへば　鐘が鳴るなり　法隆寺
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　高浜虚子：桐一葉　日当たりながら　落ちにけり
　中村汀女：咳の子の　なぞなぞあそび　きりもなや
　石川啄木：ふるさとの　山に向ひて　言ふことなし　ふるさとの山は　ありがたきかな
　与謝野晶子：金色の ちひさき鳥の かたちして 銀杏ちるなり 夕日の岡に
　佐佐木信綱：ゆく秋の　大和の国の　薬師寺の　塔の上なる　一ひらの雲
＜ 4 年　「ことわざブック」を作ろう＞
　犬も歩けばぼうに当たる，わかいときの苦労は買ってもせよ，
　頭かくしてしりかくさず，さるも木から落ちる，急がば回れ，所変われば品変わる，
　帯に短したすきに長し，ねこの手も借りたい，わが身をつねって人の痛さを知れ，
　かわいい子には旅，やなぎの下にいつもどじょうはいない
＜ 5 年　声に出して楽しもう＞
　・子曰はく，「己の欲せざる所は，人に施すこと勿かれ。」と。
　・子曰はく，「過ちて改めざる，是を過ちと謂ふ。」と。
　・子曰はく，「学びて思はざれば則ち罔し。思ひて学ばざれば，則ち殆し。」と。
＜ 6 年　たのしみは＞
　橘曙覧：たのしみは　妻子むつまじく　うちつどひ　頭ならべて　物をくふ時
　　　　　たのしみは　昼寝目ざむる　枕べに　ことことと湯の　煮えてある時
　　　　　たのしみは　朝おきいでて　昨日まで　無かりし花の　咲ける見る時
＜ 6 年　「とんぼ」の俳句を比べる＞
　松尾芭蕉：蜻蜒や　とりつきかねし　草の上
　夏目漱石：肩に来て　人懐かしや　赤蜻蛉
　高浜虚子：大空に　とどまつてをる　蜻蛉かな
　中村汀女：とどまれば　あたりにふゆる　蜻蛉かな
◇教育出版
物語 4，俳句 9，短歌 11，詩 6，古典作品 3，漢詩 2，論語 2，ことわざ 6，慣用句 16，故事成語 8，文語調の文章 2，
落語 1
1 年 おはなしのくに（絵），天にのぼったおけやさん
2 年 いなばのしろうさぎ，かさこじぞう
3 年 俳句に親しむ，ことわざ・慣用句
4 年 短歌の世界，故事成語，落語（『ぞろぞろ』），夕鶴
5 年
漢文に親しむ（『春暁』孟浩然，『静夜思』李白），思いをこめて（『素朴な琴』八木重吉，『鳴く虫』
高橋元吉，『はたはたのうた』室生犀星，『雪』三好達治），物語を楽しむ（竹取物語，平家物語）
6 年
声に出して伝え合おう（『風景』山村暮鳥，『雑草』北川冬彦），春はあけぼの，言葉は時代とともに（『坊
ちゃん』（冒頭）夏目漱石，『杜子春』（冒頭）芥川龍之介），日本語の文字
＜ 3 年　俳句に親しむ＞
　小林一茶：雪とけて　村いっぱいの　子どもかな
　与謝蕪村：菜の花や　月は東に　日は西に
　高野素十：はねわつて　てんとう虫の　とびいずる
　山口誓子：さじなめて　童たのしも　夏氷
　松尾芭蕉：荒海や　佐渡によことう　天河
　正岡子規：かきくえば　鐘が鳴るなり　法隆寺
　中村汀女：せきの子の　なぞなぞあそび　きりもなや
　炭太祗：うつくしき　ひよりになりぬ 雪のうえ
＜ 3 年　ことわざ・慣用句＞
　ことわざ：さるも木から落ちる，かっぱの川流れ，弘法にも筆のあやまり，上手の手から水がもれる，
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　　　　善は急げ，急がば回れ
　慣用句：ほねが折れる，ほねみをけずる，ほねやすめ，ほねみにこたえる，頭が上がらない，
　　　　　頭をかかえる，頭をひねる，むねがいたむ，むねがおどる，むねがいっぱい，馬が合う，
　　　　　つるのひと声，うり二つ，水入らず，水入り，水ぎわだつ
＜ 4 年　短歌の世界＞
　柿本人麻呂：東の　野にかぎろいの　立つ見えて　かえり見すれば　 月かたぶきぬ
　藤原敏行：秋来ぬと　目にはさやかに　見えねども　風の音にぞ　おどろかれぬる
　藤原定家：見わたせば　花ももみじも　なかりけり　浦の苫屋の　秋の夕ぐれ
　良寛：かすみたつ　ながき春日に子どもらと　手まりつきつつ　この日くらしつ
　与謝野晶子：金色の　ちいさき鳥の　かたちして　いちょうちるなり　夕日のおかに
　石川啄木：たわむれに　母を背負いて　そのあまり　軽きに泣きて　三歩あゆまず
＜ 4 年　故事成語＞
　五十歩百歩，漁夫の利，蛍雪の功，杞憂，とらの威を借るきつね，蛇足，矛盾
＜ 5 年　漢文＞
　・故きを温ねて新しきを知る
　・心焉に在らざれば　視れども見えず　聴けども聞こえず　食らえども其の味を知らず
＜ 6 年　言葉は時代とともに＞
　正岡子規：柿食へば　鐘が鳴るなり　法隆寺
　　　　　　いくたびも　雪の深さを　尋ねけり
　　　　　　瓶にさす　藤の花ぶさ　みじかければ　たゝみの上に　とゞかざりけり
　　　　　　くれなゐの　二尺伸びたる　薔薇の芽の　針やわらかに　春雨の降る
　山部赤人：田子の浦ゆ　うちいでて見れば　真白にそ　富士の高嶺に　雪は降りける
　柿本人麻呂：淡海の海　夕波千鳥　汝が鳴けば　心もしのに　いにしへ思ほゆ
　故事成語：温故知新
＜ 6 年　日本語の文字＞
　銀母　金母　玉母　奈尓世武尓　麻佐礼留多可良　古尓斯迦米夜母
◇三省堂
物語 3，俳句 8，短歌 10，詩 6，古典作品 2，漢詩 0，論語 5，ことわざ 0，慣用句 0，故事成語 9，狂言 1
1 年 おはなしきかせて（絵），いなばの白うさぎ
2 年 自分の声で，かさこじぞう
3 年 ききみみずきん，声に出して読もう─俳句
4 年 落語　じゅげむ，声に出して読もう─短歌，故事成語の物語
5 年
狂言　しびり，雪・土，漢字辞典で受けつぐ言葉の文化，声に出して読もう─外国の詩（『山のあなた』
カール = ブッセ／上田敏訳，『耳』『シャボン玉』ジャン = コクトー／堀口大学訳，『世界じゅうの海が』
まざあ・ぐうす／北原白秋訳）
6 年 自由な発想で―随筆―（『徒然草』冒頭，『枕草子』「春」），声に出して読もう─漢文，短歌を作る
＜ 3 年　声に出して読もう─俳句＞
　松尾芭蕉：古池や　かはずとびこむ　水の音
　　　　　　さみだれを　集めて早し　最上川
　与謝蕪村：菜の花や　月は東に　日は西に
　　　　　　ぼたんちりて　うち重なりぬ　二三ぺん
　小林一茶：やせがへる　負けるな一茶　これにあり
　　　　　　雪とけて　村いっぱいの　子どもかな
　正岡子規：柿食へば　かねが鳴るなり　法隆寺
　　　　　　いくたびも　雪のふかさを　たづねけり
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＜ 4 年　声に出して読もう─短歌＞
　柿本人麻呂：東の　野にかぎろひの　立つ見えて　かへりみすれば　 月かたぶきぬ
　紀友則：ひさかたの　ひかりのどけき　春の日に　しづ心なく　花の散るらむ
　伊勢大輔：いにしへの　奈良の都の　八重ざくら　けふ九重に　にほひぬるかな
　源実朝：箱根路を　われこえくれば　伊豆の海や　おきの小島に　波のよる見ゆ
　良寛：かすみ立つ　ながき春日に　子どもらと　手まりつきつつ　この日くらしつ
　橘曙覧：楽しみは　まれに魚にて　子らみなが　うましうましと　言ひて食ふ時
　与謝野晶子：夏のかぜ　山よりきたり　三百の　牧のわか馬　耳吹かれけり
＜ 4 年　故事成語の物語＞
　漁夫の利，矛盾，五十歩百歩，推敲
＜ 5 年　漢字辞典で受けつぐ言葉の文化＞
　登竜門，他山の石，水魚の交わり，太公望，助長
＜ 6 年　声に出して読もう─漢文＞
　・学びて時にこれを習う，亦た説ばしからずや。朋あり，遠方より来たる，亦た楽しからずや。
　・吾れ日に三たび吾が身を省る。
　・故きを温めて新しきを知る，以て師と為るべし。
　・仁者は必ず勇有り。勇者は必ずしも仁有らず。
　・己の欲せざる所は人に施すこと勿れ。
＜ 6 年　短歌＞
　正岡子規：瓶にさす　藤の花ぶさ　みじかければ　たたみの上に　とどかざりけり
　良寛：この里に　手まりつきつつ　子どもらと　遊ぶ春日は　暮れずともよし
　与謝野晶子：金色の　ちひさき鳥の　形して　銀杏ちるなり　夕日の岡に
◇東京書籍
物語 2，俳句 17，短歌 13，詩 1，古典作品 4，漢詩 1，論語 8，ことわざ 16，慣用句 15，故事成語 9
1 年 むかしばなしをたのしもう（絵）
2 年
言いつたえられているお話をしろう（でいだらぼっち，いなばの白うさぎ，ヤマタノオロチ，海さち
山さち　※あらすじのみ），かさこじぞう，おばあちゃんに聞いたよ（干支，春の七草，小の月，い
ろはうた）
3 年 慣用句を使ってみよう，俳句に親しもう
4 年 「ことわざブック」を作ろう，「百人一首」を声に出して読んでみよう，木竜うるし
5 年
古文を声に出して読んでみよう（『竹取物語』冒頭，『徒然草』冒頭，『平家物語』冒頭），詩と俳句を
味わおう（『山のあなた』カール= ブッセ／上田敏訳），古文に親しもう（『枕草子』「春」「九月つごもり」
「ふるものは」）
6 年
漢文を読んでみよう（『春暁』孟浩然），詩と短歌を味わおう，言葉は変わる（『竹取物語』冒頭），「伝
えよう、大切にしたい名言」
＜ 3 年　慣用句＞
　ねこの手もかりたい，ねこのひたい，馬が合う，さばを読む，波に乗る，雲をつかむ，朝めし前，
ごまをする，うり二つ，手にあせをにぎる，うでが鳴る，あいづちを打つ，ブレーキをかける，
　のれんを下す，はらを決める
＜ 3 年　俳句に親しもう＞
　与謝蕪村：菜の花や　月は東に　日は西に
　村上鬼城：ゆさゆさと　大枝ゆるる　桜かな
　小林一茶：雪とけて　村いっぱいの　子どもかな
　松尾芭蕉：山路来て　何やらゆかし　すみれ草
　芥川龍之介：青がえる　おのれも　ペンキぬりたてか
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　高野素十：ひっぱれる　糸まっすぐや　甲虫
　与謝蕪村：さみだれや　大河を前に　家二軒
　正岡子規：赤とんぼ　筑波に雲も　なかりけり
　橋本多佳子：いなびかり　北よりすれば　北を見る
　小林一茶：名月を　取ってくれろと　泣く子かな
　高浜虚子：遠山に　日の当りたる　枯野かな
　水原秋桜子：冬菊の　まとふはおのが　光のみ
　山口誓子：スケートの　ひもむすぶ間も　はやりつつ
＜ 4 年　「ことわざブック」を作ろう＞
　さるも木から落ちる，ねこに小判，石の上にも三年，えびでたいをつる
　ちりも積もれば山となる，笑う門には福きたる，ぬかにくぎ，良薬は口に苦し
　飛んで火に入る夏の虫，負けるが勝ち，転ばぬ先のつえ，かっぱの川流れ
　弘法にも筆のあやまり，あぶはち取らず，二兎追うものは一兎をも得ず，一石二鳥
　（故事成語）五十歩百歩，漁夫の利，蛇足
＜ 4 年　「百人一首」を声に出して読んでみよう＞
　能因法師：あらしふく　三室の山の　もみぢ葉は　竜田の川の　錦なりけり
　持統天皇：春すぎて　夏来にけらし　白妙の　衣干すてふ　天の香具山
　山部赤人：田子の浦に　うちいでてみれば　白妙の　富士の高嶺に　雪は降りつつ
　猿丸大夫：奥山に　もみぢ踏み分け　鳴く鹿の　声聞く時ぞ　秋は悲しき
　阿倍仲麻呂：天の原　ふりさけみれば　春日なる　三笠の山に　いでし月かも
　光孝天皇：君がため　春の野にいでて　若菜つむ　わが衣手に　雪は降りつつ
　紀友則：久方の　光のどけき　春の日に　しづ心なく　花の散るらむ
　紀貫之：人はいさ　心も知らず　ふるさとは　花ぞ昔の　香ににほひける
　左京大夫顕輔：秋風に たなびく雲の　絶え間より　もれいづる月の　影のさやけさ
　後徳大寺左大臣：ほととぎす　鳴きつる方を　ながむれば　ただ有明の　月ぞ残れる
＜ 5 年　俳句＞
　松尾芭蕉：閑さや　岩にしみいる　蟬の声
　高浜虚子：遠足の　おくれ走りて　つながりし
　山口誓子：夏草に　汽缶車の車輪　来て止まる
　水原秋桜子：落ち葉たく　けむりまとひて　人きたる
＜ 6 年　漢文を読んでみよう＞
　・百聞は一見にしかず
　・一を聞きて以つてを十を知る。
　・子曰はく，「故きを温めて新しきを知らば，以つて師となるべし。」と。
　・一に曰く，和を以つて貴しとし，さかふること無きをむねとせよ。（十七条の憲法）
＜ 6 年　詩と短歌を味わおう＞
　与謝野晶子：夏の風　山よりきたり　三百の　牧の若馬　耳ふかれけり
　正岡子規：真砂なす　数なき星の　其の中に　吾に向ひて　光る星あり
　北原白秋：病める児は　ハモニカを吹き　夜に入りぬ　もろこし畑の　黄なる月の出
＜ 6 年　伝えよう、大切にしたい名言＞
　・天は人の上に人をつくらず，人の下に人をつくらず。（福沢諭吉）
　・和をもって貴しとす（十七条の憲法）
　・人事をつくして天命を待つ
　・君死にたまうことなかれ（晶子）
　・朋あり遠方より来たる，また楽しからずや。
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　・己のほっせざるところを人にほどこすことなかれ。
　・少年老い易く学成りがたし，一寸の光陰軽んずべからず。
　・雨ニモ負ケズ風ニモ負ケズ。
◇学校図書
物語 3，俳句 4，短歌 7，詩 1，古典作品 2，漢詩 1，論語 0，ことわざ 13，慣用句 17，故事成語 6，
文語調の文章 1
1 年 うみの水はなぜしょっぱい
2 年 ヤマタノオロチ，かさこじぞう
3 年 言葉のリズムを感じてみよう
4 年 すじ道を立てて書く，言葉から風景を想像しよう，言葉のいずみ②
5 年
詩を読もう（『まり』八木重吉），言葉の文化に親しもう（「小野篁広才のこと」『宇治拾遺物語』より，古
典解説），わたし風「枕草子」（「春はあけぼの」），木竜うるし，短歌・俳句を作ろう，言葉で遊ぼう
6 年
文語詩を味わおう（『やしの実』島崎藤村，『海上の道』柳田国男），漢詩を味わおう（『胡隠君を尋ぬ』
高啓）
＜ 3 年　言葉のリズムを感じてみよう＞
　松尾芭蕉：ふる池や　蛙飛びこむ　水の音
　与謝蕪村：夏河を　越すうれしさよ　手に草履
　小林一茶：名月を　取ってくれろと　泣く子かな
　田捨女：雪の朝　二の字二の字の　下駄のあと
＜ 4 年　すじ道を立てて書く＞
　負けるが勝ち，急がば回れ，百聞は一見にしかず，七転び八起き
＜ 4 年　言葉から風景を想像しよう＞
　山部赤人：田子の浦に　うち出でて見れば　白妙の　富士の高嶺に　雪は降りつつ
　小式部内侍：大江山　生野の道の　遠ければ　まだふみも見ず　天の橋立
　能因法師：嵐吹く　三室の山の　もみぢ葉は　竜田の川の　錦なりけり
　後徳大寺左大臣：ほととぎす　鳴きつる方を　ながむれば　ただ有明の　月ぞ残れる
　（藤原実定）
＜ 4 年　言葉のいずみ②＞
　ことわざ：うのまねをするからす，石の上にも三年，困った時の神だのみ，
　　　　　　雨だれ石をうがつ，ちりも積もれば山となる，帯に短したすきに長し，
　　　　　　暑さも寒さもひがんまで，花よりだんご，毒をくらわば皿まで，急がば回れ
　故事成語：五十歩百歩，蛇足，矛盾，蛍雪の功，一刻千金，温故知新
　慣用句：ねこのひたい，ねこの手も借りたい，目を丸くする，へそが茶をわかす，
　　　　　頭から湯気，息を殺す，身を粉にする，小躍りする，泡を食う，図に乗る，
　　　　　目を光らす，鼻が高い，口がすべる，かたを落とす，まな板のこい，
　　　　　すずめのなみだ，票を読む
＜ 5 年　言葉の文化に親しもう＞
　小野篁：わたの原　八十島かけて　こぎ出でぬと　人には告げよ　あまの釣舟
＜ 5 年　短歌・俳句を作ろう＞
　良寛：この里に　手まりつきつつ　子どもらと　遊ぶ春日は　暮れずともよし
　小林一茶：名月を　とつてくれろと　なく子かな
＜ 5 年　言葉で遊ぼう＞
　長き夜の　とおの眠りの　みな目ざめ　波のり舟の　おとのよきかな
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資料（２）教科「日本語」における「伝統的な言語文化」教材
◇日本語一・二年
＜日本語一・二年＞　物語 1，俳句 10，短歌 11，詩 3，漢詩 5，論語 4
＜一年＞　物語 1，俳句 5，短歌 5，詩 2，漢詩 2，論語 2
詩 『風景』山村暮鳥
俳句 小林一茶：草の葉に　かくれんぼする　蛙かな
　　　　　我と来て　遊べや親の　ない雀
　　　　　瘦せ蛙　負けるな一茶　これにあり
　　　　　雪とけて　村一ぱいの　子どもかな
　　　　　雀の子　そこのけそこのけ　お馬が通る
漢詩 『胡隠君を尋ぬ』高啓，『絶句』杜甫
民話 『太子堂橋の子連れきつね』櫻井正信
短歌 道元：春は花　夏ほととぎす　秋は月　冬雪さえて　すずしかりけり
与謝野晶子：夏の風　山よりきたり　三百の　牧の若馬　耳ふかれけり
詩 『雨にも負けず』宮沢賢治
短歌 明恵：あかあかや　あかあかあかや　あかあかや　あかあかあかや　あかあかや月
論語 ・子曰く，学びて時に之を習う，亦た説ばしからず乎。朋あり，遠方より来る，亦た楽しからず乎。
・子曰く，人遠き慮り無ければ，必ず近き憂い有り。
短歌 斉藤茂吉：みちのくの　母のいのちを　一目見ん　一目みんとぞ　ただにいそげる
山上憶良：銀も　金も玉も　何せむに　優れる宝　子にしかめやも
＜二年＞　俳句 5，短歌 6，詩 1，漢詩 3，論語 2
俳句 与謝蕪村：菜の花や　月は東に　日は西に
　　　　　夏河を　越すうれしさよ　手に草履
中村草田男：のぼりゆく　草ほそりゆく　てんと虫
漢詩 『春暁』孟浩然
論語 ・子曰く，過ちて改めざる，是を過ちと謂う。
短歌 石川啄木：やはらかに　柳あをめる　北上の　岸部目に見ゆ　泣けとごとくに
若山牧水：多摩川の　あさきながれに　石なげて　あそべば濡るる　わがたもとかな
短歌 行基：山鳥の　ほろほろと鳴く　声聞けば　父かとぞ思ふ　母かとぞ思ふ
舒明天皇：夕されば　小倉の山に　鳴く鹿は　今夜は鳴かず　寝ねにけらしも
漢詩 『竹里館』王維
詩 『ふるさと』室生犀星
俳句 正岡子規：団栗も　かきよせらるる　落葉かな
赤蜻蛉　筑波に雲も　なかりけり
短歌 山上憶良：秋の野に　咲きたる花を　指折り　かき数ふれば　七種の花
防人の歌：忘らむて　野行き山行き　我来れど　我が父母は　忘れせぬかも
漢詩 『静夜思』李白
論語 ・子曰く，徳は孤ならず，必ず隣有り。
◇日本語三・四年
＜日本語三・四年＞　俳句 10，短歌 100，詩 5，漢詩 10，論語 6，慣用句 4
＜三年＞　俳句 5，短歌 100，詩 3，漢詩 5，論語 3
詩 『竹』萩原朔太郎
漢詩 『江南の春』杜牧
俳句 中村汀女：外にも出よ　ふるるばかりに　春の月
上島鬼貫：行水の　捨てどころなき　虫の声
加賀の千代女：朝顔に　釣瓶とられて　もらひ水
漢詩 『客中初夏』司馬光
詩 『夏は来ぬ』佐佐木信綱
漢詩 『秋風の引』劉禹錫，『独り敬亭山に坐す』李白
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論語 ・曰く，巧言令色，鮮なし仁。
・子曰く，人の己を知らざるを患えず。人を知らざるを患うる也。
俳句 高浜虚子：流れ行く　大根の葉の　早さかな
服部嵐雪：梅一輪　一輪ほどの　暖かさ
詩 『先生山を見る』高村光太郎
漢詩 『鹿柴』王維
論語 子曰く，君子は和して同ぜず。小人は同じて和せず。
短歌 百人一首すべて掲載。
＜四年＞　俳句 5，詩 2，漢詩 5，論語 3，慣用句 4
俳句 与謝蕪村：春の海　終日のたり　のたりかな
正岡子規：若鮎の　二手になりて　上りけり
種田山頭火：分け入っても　分け入っても　青い山
漢詩 『元二の安西に使いするを送る』王維
古文 「春はあけぼの」清少納言（『枕草子』一段）
慣用句 筆が立つ，板に付く，的を射る，馬が合う
詩 『椰子の実』島崎藤村
論語 ・子曰く，君子は諸を己に求め，小人は諸を人に求む。
・子曰く，学びて思わざれば則ち罔し。思いて学ばざれば則ち殆し。
漢詩 『早に白帝城を発す』李白
俳句 飯田蛇笏：くろがねの　秋の風鈴　鳴りにけり
松尾芭蕉：子どもらよ　昼顔咲きぬ　瓜むかん
論語 ・子曰く，詩三百，一言以て之を蔽えば，曰く，思い邪無しと。
漢詩 『廬山の瀑布を望む』李白
詩 『落葉松』北原白秋，『カゼ』北原白秋
漢詩 『山行』杜牧，『黄鶴楼にて孟浩然の広陵に之くを送る』李白
◇日本語五・六年
＜日本語五・六年＞　俳句 15，短歌 16，詩 8，古典作品 5，漢詩 10，論語 9，狂言 1
＜五年＞　俳句 7，短歌 8，詩 4，古典作品 2，漢詩 5，論語 4
俳句 松尾芭蕉：春雨や　蓬をのばす　草の道
　　　　　梅が香に　のっと日の出る　山路かな
古文 「祇園精舎」（『平家物語』冒頭）
漢詩 『偶成』朱熹，『秋日』耿湋，『芙蓉楼にて辛漸を送る』王昌齢
俳句 松尾芭蕉：五月雨を　集めて早し　最上川
　　　　風流の　初めや奥の　田植ゑ歌
論語 ・子曰く，故きを温ねて新しきを知る，以て師と為る可し。
・子曰く，君子は義に喩り，小人は利に喩る。
詩 『無題』八木重吉，『わが名をよびて』三好達治
俳句 松尾芭蕉：あかあかと　日はつれなくも　秋の風
　　　　　夕がほや　秋はいろいろの　瓢かな
　　　　　旅人と　我が名呼ばれん　初時雨
短歌 作者未詳：春日山　おして照らせる　この月は　妹が庭にも　さやけかりけり
　　　　　九月の　時雨の雨に　濡れ通り　春日の山は　色付きにけり
　　　　　多摩川に　さらす手作り　さらさらに　なにそこの子の　ここだかなしき
藤原敏行：秋来ぬと　目にはさやかに　見えねども　風の音にぞ　おどろかれぬる
論語 ・子曰く，吾十有五にして学に志す。三十にして立つ。四十にして惑わず。五十にして天命を知る。
六十にて耳順う。七十にして心の欲する所に従えども，矩を踰えず。
・曾子曰く，吾日に吾が身を三省す。人の為に謀りて忠ならざる乎。朋友と交わりて信ならざる乎。
習わざるを伝えし乎。
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詩
漢詩
『荒城の月』土井晩翠
『江亭』杜甫
『香炉峰下，新たに山居を卜し，草堂初めて成り，偶たまたま東壁に題す』白居易
古文 「つれづれなるままに」兼好法師（『徒然草』序段）
短歌 中皇命：たまきはる　宇智の大野に　馬並めて　朝踏ますらむ　その草深野
笠金村：山高み　白木綿花に　落ち激つ　滝の河内は　見れど飽かぬかも
志貴皇子：石走る　垂水の上の　さわらびの　萌え出づる春に　なりにけるかも
山部赤人：春の野に　すみれ摘みにと　来し我そ　野をなつかしみ　一夜寝にける
詩 『山のあなた』カアル・ブッセ　上田敏・訳
＜六年＞　俳句 8，短歌 8，詩 4，古典作品 3，漢詩 5，論語 4，狂言 1
詩 『早春賦』吉丸一昌，『山なみとほに』三好達治，
『小諸なる古城のほとり』島崎藤村
短歌 柿本人麻呂：もののふの　八十宇治川の　網代木に　いさよふ波の　行方知らずも
　　　　　　磯城島の　大和の国は　言霊の　助くる国ぞ　ま幸くこそあれ
山部赤人：若の浦に　潮満ち来れば　潟をなみ　葦辺をさして　鶴鳴き渡る
　　　　　み吉野の　象山のまの　木末には　ここだも騒ぐ　鳥の声かも
漢詩 『楓橋夜泊』張継，『晁卿衡を哭す』李白
狂言 『附子』（あらすじ）
俳句 松尾芭蕉：山路来て　何やらゆかし　すみれ草
　　　　　ほろほろと　山吹散るか　滝の音
　　　　　蛸壺や　はかなき夢を　夏の月
　　　　　閑かさや　岩にしみ入る　蝉の声
短歌 天智天皇：わたつみの　豊旗雲に　入り日さし　今夜の月夜　さやけかりこそ
遣唐使の母：旅人の　宿りせむ野に　霜降らば　我が子羽ぐくめ　天の鶴群
西行：心なき　身にもあはれは　知られけり　鴫立つ沢の　秋の夕暮
会津八一：すゐえん　の　あま　つ　をとめ　が　ころもで　の　
　　　　　ひま　にも　すめる　あき　の　そら　かな
漢詩 『春望』杜甫
古文 「行く河の流れ」鴨長明（『方丈記』冒頭）
俳句 松尾芭蕉：荒海や　佐渡に横たふ　天の河
　　　　　秋深き　隣は何を　する人ぞ
　　　　　この道や　行く人なしに　秋の暮れ
　　　　　病む雁の　夜さむに落ちて　旅寝かな
論語 ・子曰く，由，女に之を知るを誨えん乎。之を知るを之を知ると為し，知らざるを知らずと為す。是
知る也。
・子曰く，之を知る者は，之を好む者に如かず。之を好む者は，之を楽しむ者に如かず。
漢詩 『桂林荘雑詠，諸生に示す』広瀬淡窓，『春暮』良寛
論語 ・子曰く，君子は人の美を成して，人の悪を成さず。小人は是に反す。
・子貢問いて曰く，一言にして以て終身之を行う可き者有り乎と。子曰く，其れ恕乎。己の欲せざる
所は，人に施すこと勿かれと。
古文 「おくのほそ道」松尾芭蕉（『おくのほそ道』冒頭）
詩 『生徒諸君に寄せる』宮沢賢治
